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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
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論　　　説

第
一
章　

序
論

一　

本
稿
の
目
的

　

1　

検
討
の
課
題

　

本
稿
は
、
約
款
使
用
者
が
一
方
的
な
約
款
変
更
権
限
を
留
保
す
る
約
款
変
更
条
項
（
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
条
項
を
「
一
方
的
変

更
権
条
項
」
と
い
う
。）
の
内
容
規
制
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
状
況
を
検
討
素
材
と
し
、
約
款
使
用
者
が
相
手
方
と
の
合
意
に
よ
ら
ず
し

て
一
方
的
に
約
款
条
項
を
変
更
す
る
場
面
の
規
律
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
無
効
な
約
款

条
項
の
変
更
の
問
題
を
検
討
す
る
一
環
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
約
款
変
更
論
の
概
略
を
論
じ
る
際
に
、
約
款
使
用

者
に
よ
る
一
方
的
な
約
款
変
更
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
一
方
的
変
更
の
規
律
に
焦
点
を
合

わ
せ
て
、
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
稿
に
お
い
て
は
、
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
約
款
変
更
の
問
題
に

つ
い
て
論
じ
た
が
、
同
稿
は
、「
約
款
の
変
更
は
、
も
っ
ぱ
ら
両
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
も

の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
約
款
変
更
の
規
律
は
、
合
意
に
よ
る
変
更
と
一
方
的
変
更
の
両
方
か
ら
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
約
款
の
一
方
的
変
更
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

　

2　

検
討
の
意
義

　

約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
、
日
本
法
に
と
っ
て
次
の
よ
う
な
意
義
が
認
め
ら
れ

る
。

　

第
一
に
、
定
型
約
款
の
変
更
規
定
（
民
法
五
四
八
条
の
四
）
の
内
容
を
吟
味
し
、
そ
の
解
釈
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
ド
イ
ツ
法
を

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

参
照
す
る
こ
と
に
一
定
の
益
が
あ
る
。
確
か
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
は
、
当
初
約
款
に
含
ま
れ
る
変
更

条
項
に
よ
っ
て
初
め
て
約
款
変
更
が
正
当
化
さ
れ
る
場
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
変
更
条
項
の
存
在
を
必
要
条
件
と
は
し
て
い
な
い

定
型
約
款
の
変
更
と
は
前
提
が
異
な
る
。
日
本
法
と
の
対
照
で
い
え
ば
、
債
権
法
改
正
の
審
議
過
程
に
お
い
て
事
務
局
に
よ
り
提
案
さ

れ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
日
本

民
法
五
四
八
条
の
四
に
対
応
す
る
よ
う
な
約
款
変
更
に
関
す
る
一
般
的
な
法
規
定
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
、
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規

制
に
関
す
る
議
論
は
、
個
別
の
契
約
類
型
に
留
ま
ら
ず
、
約
款
一
般
を
対
象
と
し
た
広
が
り
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
約
款
変
更

の
一
般
法
理
の
反
映
を
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
方
的
変
更
権
条
項
に
課
さ
れ
て
い
る
各
種
の
有
効
要
件
の
中
に
は
、
変
更
条
項

に
基
づ
か
な
い
一
方
的
な
約
款
変
更
に
お
い
て
も
同
様
に
問
題
と
な
り
う
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
法
理
を
定
型
約
款
の
変
更
規
定
と
比
較
す
る
こ
と
は
、
あ
る
程
度
可
能
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
約
款
変
更
条
項
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
も
、
ド
イ
ツ
法
の
議
論
は
参
考
に
な
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
近
時
、
包

括
的
な
約
款
変
更
条
項
の
規
制
に
関
す
る
裁
判
例
が
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
変
更
条
項
の
有
無
と
そ
の
内
容
は
、
定
型
約
款
の
変
更

の
合
理
性
審
査
に
お
け
る
考
慮
要
素
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る
（
民
法
五
四
八
条
の
四
第
一
項
二
号
）。
し
た
が
っ
て
、
一
方
的
変
更

権
条
項
に
課
さ
れ
る
べ
き
諸
要
求
は
、
日
本
法
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
検
討
を
行
う

に
あ
た
り
、
対
応
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
も
参
考
と
な
る
。

二　

本
稿
の
構
成

　

本
稿
の
基
本
的
な
分
析
視
角
は
、
約
款
の
一
方
的
変
更
に
か
か
る
法
的
規
制
が
、
契
約
の
中
心
部
分
の
変
更
を
典
型
と
し
て
想
定
す

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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論　　　説

る
契
約
の
一
方
的
変
更
一
般
と
比
較
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

し
ば
し
ば
給
付
変
更
条
項
や
価
格
変
更
条
項
と
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
法
理
を
対
比
す
る
。

　

ま
ず
、
次
章
に
お
い
て
、
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
内
容
規
制
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
状
況
を
整
理
・
検
討
す
る
。
そ
の
初
め

に
、
規
制
の
た
め
の
適
用
法
規
の
選
択
に
か
か
る
議
論
を
取
り
上
げ
る
（
第
一
節
）。
こ
こ
で
は
、
約
款
変
更
条
項
の
規
制
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
観
点
と
し
て
、
各
種
の
契
約
変
更
条
項
の
区
別
に
関
す
る
対
立
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
づ
い
て
、
約
款
の
一

方
的
変
更
権
条
項
に
課
さ
れ
る
各
種
の
有
効
要
件
に
関
す
る
判
例
・
学
説
を
、
実
体
的
有
効
要
件
（
第
二
節
）・
形
式
的
有
効
要
件

（
第
三
節
）・
手
続
的
有
効
要
件
（
第
四
節
）
に
分
け
て
整
理
す
る
。
本
稿
で
は
、
実
体
的
有
効
要
件
と
い
う
語
を
、
変
更
を
正
当
化

す
る
原
因
あ
る
い
は
事
情
お
よ
び
そ
れ
に
応
じ
た
正
当
な
変
更
内
容
の
要
求
の
意
味
で
用
い
る
が
、
第
二
節
で
は
、
約
款
変
更
に
特
有

の
正
当
な
変
更
原
因
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
問
題
が
扱
わ
れ
る
。
形
式
的
有
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
変
更
条
項
の
具
体
的
な

定
式
化
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
す
る
議
論
か
ら
は
、
変
更
条
項
の
具
体
化
の
要
請
に
つ
い
て
異
な
る
複
数
の
意
味
付

け
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
手
続
的
有
効
要
件
に
お
い
て
は
、
相
手
方
に
対
す
る
契
約
解
消
権
付
与
の
必
要
性
お
よ
び
事
前
規
制

の
存
在
が
一
方
的
変
更
権
条
項
の
有
効
性
判
断
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
議
論
を
見
る
。
こ
こ
で
は
、
第
三
節
の
検
討
と
合
わ
せ
て
、

約
款
の
一
方
的
変
更
の
場
面
に
お
い
て
相
手
方
に
留
保
さ
れ
る
べ
き
権
利
な
い
し
地
位
に
複
数
の
も
の
が
あ
り
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
有
効
要
件
に
関
す
る
議
論
を
経
た
後
、
一
方
的
変
更
権
条
項
に
基
づ
く
変
更
権
の
行
使
に
関
す
る
議
論
を
扱
う

（
第
五
節
）。
こ
こ
で
も
、
相
手
方
が
有
し
う
る
複
数
の
権
利
が
意
識
さ
れ
る
。

　

次
に
、
第
三
章
に
お
い
て
は
、
第
二
章
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
う
え
で
（
第
一
節
）、
ド
イ
ツ
法
と
日
本
法
を
比
較
し
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
法
理
か
ら
日
本
法
に
対
し
て
い
か
な
る
示
唆
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
を
論
じ

る
（
第
二
節
）。
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
　

以
上
が
本
稿
の
構
成
で
あ
る
が
、
本
稿
で
取
り
扱
う
ド
イ
ツ
法
の
議
論
は
、
旧
約
款
規
制
法
（A

GBG

）
の
時
期
と
そ
れ
が
民
法
典

（BGB

）
に
統
合
さ
れ
た
後
の
時
期
の
両
方
に
跨
っ
て
い
る
。
参
照
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
適
宜
文
脈
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
令
・
裁
判
所
等
の
表
記
は
、
略
称
に
よ
る
。

第
二
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
法
理

第
一
節　

適
用
法
規
の
選
択
─
─BG

B

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
可
能
性

一　

緒
論

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
を
語
る
う
え
で
は
、
ま
ず
、
同
条
項
を
規
制
す
る
た
め
の
適
用
法
規
の
選
択

に
つ
い
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
条
項
に
対
す
る
規
制
規
範
と
し
て
は
、
内
容
規
制
の
一
般
条
項
で
あ
るBGB

三
〇
七
条

一
・
二
項
（A

GBG

九
条
）
の
他
に
、
同
三
〇
八
条
四
号
（A

GBG

一
〇
条
四
号
）
が
考
え
ら
れ
る
。
同
号
は
、
約
束
さ
れ
た
給
付

を
変
更
ま
た
は
逸
脱
す
る
約
款
使
用
者
の
権
利
の
合
意
を
、
約
款
使
用
者
の
利
益
を
顧
慮
し
て
相
手
方
に
と
っ
て
期
待
可
能
で
あ
る
場

合
を
除
き
、
無
効
と
し
て
い
る
。
事
業
者
間
契
約
に
お
い
て
は
、BGB

三
〇
八
条
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
般
条
項
に
よ
る

規
制
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
（BGB

三
一
〇
条
一
項
一
・
二
文
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
費
者
契
約
に
お
い
て
は
、
約
款
使
用
者
が
約

款
の
一
方
的
変
更
権
を
留
保
す
る
条
項
に
対
し
て
もBGB
三
〇
八
条
四
号
を
適
用
す
べ
き
か
、
が
問
題
と
な
る
。

　

仮
にBGB

三
〇
八
条
四
号
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
同
三
〇
七
条
の
一
般
条
項
に
よ
る
規
制
は
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

前
者
の
適
用
は
、
後
者
の
重
畳
的
な
適
用
を
排
除
し
な
い
。
そ
し
て
、BGB
三
〇
七
条
一
項
の
も
と
で
は
、
当
該
条
項
が
相
手
方
に

不
相
当
な
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
の
評
価
に
当
た
り
、
当
事
者
間
の
利
益
衡
量
が
要
求
さ
れ
る
一
方
、BGB

三
〇
八
条
四

号
の
も
と
で
も
、
期
待
可
能
性
要
件
に
お
い
て
同
様
の
利
益
衡
量
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
不
当
条
項
リ

（
8
）

（
9
）

（
10
）（
11
）

（
12
）
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論　　　説

ス
ト
の
適
用
問
題
は
、
ド
イ
ツ
約
款
法
の
枠
組
み
の
も
と
で
の
法
技
術
的
な
意
味
合
い
し
か
有
し
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
学
説

の
中
に
は
、
い
ず
れ
の
規
定
に
よ
っ
て
も
変
更
条
項
の
規
制
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て
、
同
問
題
は
実
際
上
重
要
で

は
な
い
、
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
適
用
法
規
の
問
題
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
評
価
を
下
す
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
議
論
は
、
主
と
し
て
約
款
変
更
と
そ
の
他
の
契
約
変
更
と
の
異
同
の
観
点
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
観

点
は
約
款
変
更
の
規
制
を
考
え
る
う
え
で
基
本
的
な
重
要
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て
は
、
約
款
変
更
条
項

の
規
制
に
か
か
る
適
用
法
規
の
問
題
に
関
す
る
議
論
状
況
を
整
理
・
分
析
す
る
。

二　

議
論
状
況

　

1　

適
用
肯
定
説

　

と
り
わ
け
約
款
変
更
に
関
す
る
議
論
の
比
較
的
早
期
の
段
階
─
─
概
ね
、
後
述
す
るBGH

一
九
九
九
年
判
決
が
出
現
す
る
前
後
の

時
期
ま
で
─
─
に
お
い
て
は
、BGB

三
〇
八
条
四
号
に
基
づ
い
て
約
款
変
更
条
項
の
効
力
を
検
討
す
る
学
説
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ

れ
ら
の
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑴　

給
付
変
更
と
約
款
変
更
を
区
別
し
な
い
見
解

　

ま
ず
、
給
付
変
更
と
約
款
変
更
の
区
別
困
難
を
理
由
に
、
約
款
変
更
条
項
に
もBGB

三
〇
八
条
四
号
を
適
用
可
能
と
す
る
見
解
が

あ
る
。
こ
の
見
解
の
論
拠
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、BGB

三
〇
八
条
四
号
は
「
給
付
」
の
変
更
を
規
制
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
約
款
に
含
ま
れ
る
諸
内
容
を
給
付
と
そ
れ
以
外

（
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）

（
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）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

の
事
項
と
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
保
険
約
款
の
ほ
と
ん
ど
の
条
項
は
最
終
的
に
何
ら
か
の
形

で
給
付
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
と
り
わ
け
保
険
契
約
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
保
険
契
約
に
限
ら
ず
一
般

的
に
こ
の
区
別
の
困
難
を
指
摘
す
る
論
者
は
、BGB

三
〇
八
条
四
号
に
い
う
「
給
付
」
が
主
た
る
給
付
義
務
だ
け
で
な
く
広
く
付
随

義
務
を
含
む
概
念
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
い
「
給
付
」
概
念
は
、
現
在
の
解
釈
論
に
お
い

て
支
配
的
な
見
解
で
あ
る
。

　

第
二
に
、BGB
三
〇
八
条
四
号
の
趣
旨
を
広
く
捉
え
る
理
解
が
、
付
け
加
わ
る
。
例
え
ば
、
同
号
が
全
て
の
契
約
内
容
に
及
ぶ
契

約
の
拘
束
力
の
原
則
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
約
款
変
更
だ
け
で
な
く
広
く
一
方
的
な
契
約
変
更
条
項
の
規

制
に
か
か
る
一
般
条
項
と
し
て
同
号
を
位
置
づ
け
る
論
者
は
、
後
述
す
る
支
配
的
見
解
と
異
な
り
、
相
手
方
の
給
付
に
つ
い
て
の
変
更

留
保
も
同
号
の
適
用
対
象
と
な
る
と
主
張
し
、
そ
の
際
に
同
号
の
保
護
目
的
と
し
て
給
付
と
反
対
給
付
の
等
価
関
係
の
維
持
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
にBGB

三
〇
八
条
四
号
の
趣
旨
を
広
く
契
約
の
拘
束
力
や
等
価
関
係
の
維
持
に
求
め
る
場
合
に
は
、
主
た
る
給
付

に
限
ら
ず
契
約
内
容
の
変
更
留
保
を
広
範
に
同
号
に
服
せ
し
め
て
よ
く
、
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
に
つ
い
て
も
、
そ
の
適
用
領
域

に
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑵　

給
付
変
更
と
約
款
変
更
を
区
別
す
る
見
解

　

右
の
よ
う
な
第
一
の
見
解
と
異
な
り
、
給
付
変
更
と
約
款
変
更
を
区
別
し
た
う
え
で
、
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
に
つ
い

て
もBGB

三
〇
八
条
四
号
の
も
と
で
考
え
る
見
解
も
存
在
す
る
。
こ
の
見
解
は
、BGB

三
〇
八
条
四
号
が
相
手
方
に
と
っ
て
期
待
可

能
な
範
囲
で
主
た
る
給
付
の
変
更
留
保
も
有
効
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
約
款
に
典
型
的
な
付
随
的
条
項
の
変
更
留
保
に
つ
い
て
は
な
お

さ
ら
可
能
で
あ
る
、
と
の
勿
論
解
釈
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
約
款
の
一
方
的
変
更
権
条
項
の
有
効
性
を
基
礎
づ
け
る

（
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論　　　説

方
向
に
お
い
て
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
可
能
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
給
付
変
更
と
約
款
変
更
を
区
別
す
る
点
で
は
、

次
の
適
用
否
定
説
と
考
え
方
を
共
有
し
て
い
る
。

　

2　

適
用
否
定
説

　

右
の
よ
う
なBGB

三
〇
八
条
四
号
適
用
肯
定
説
に
対
し
、
判
例
は
、
約
款
に
関
す
る
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
を
一
般
条
項
た

るBGB

三
〇
七
条
に
委
ね
て
い
る
。
ま
た
、
学
説
上
も
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
を
否
定
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
適
用
否
定
説
の
主
張
内
容
も
、
一
様
で
は
な
い
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
同
説
は
、
二
種
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑴　

約
款
の
変
更
留
保
を
認
め
な
い
見
解

　

ま
ず
、BGB

三
〇
八
条
四
号
が
約
款
変
更
に
適
用
さ
れ
な
い
結
果
、
約
款
の
一
方
的
変
更
留
保
は
お
よ
そ
認
め
ら
れ
な
い
、
と
す

る
見
解
が
存
在
す
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、BGB

三
〇
八
条
四
号
（
お
よ
び
同
三
一
五
条
）
が
給
付
変
更
の
み
を
規
律
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
約
款
使
用
者
の
一
方
的
変
更
権
は
、
給
付
の
種
類
と
範
囲
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
契
約
の
そ
の
他
の
法
的
形

態
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
約
款
全
体
を
対
象
と
す
る
一
方
的
変
更
権
は
許
容
さ
れ
な
い
、
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
解
の
背
後
に
は
、
契
約
上
の
義
務
負
担
を
無
制
限
に
他
者
の
決
定
に
委
ね
る
こ
と
は
、
私
的
自
治
の
基
本
要
素
で
あ

る
契
約
内
容
の
確
定
性
の
要
請
に
反
す
る
、
と
の
考
慮
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
変
更
で
あ
れ
ば
、
前
記
の
諸
規
定
が
一
定
の
要
件

の
も
と
明
示
的
に
許
容
し
て
い
る
う
え
、
給
付
概
念
に
よ
っ
て
変
更
対
象
が
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
約
款
の
規
律
内
容
は
、

給
付
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
る
と
こ
ろ
、
約
款
全
体
の
変
更
を
留
保
す
る
こ
と
は
、
無
制
限
な
他
者
決
定
へ
と
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
は
、

約
款
内
容
の
多
様
性
が
、
一
方
的
変
更
権
に
対
す
る
障
害
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
　
　

⑵　

約
款
の
変
更
留
保
をBG

B

三
〇
七
条
に
よ
っ
て
規
制
す
る
見
解

　

適
用
否
定
説
の
第
二
は
、
約
款
変
更
条
項
の
規
制
を
一
般
条
項
で
あ
るBGB

三
〇
七
条
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

BGH
の
判
例
が
こ
の
立
場
に
与
し
て
い
る
。
確
か
に
、
約
款
変
更
条
項
の
効
力
に
関
す
る
初
期
の
判
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
るBGH

第

一
一
民
事
部
一
九
九
一
年
七
月
九
日
判
決
（N

JW
 1991, 2559

）
は
、
約
款
使
用
者
の
給
付
が
問
題
と
な
る
限
り
に
お
い
て
当
該
変

更
条
項
はA

GBG
一
〇
条
四
号
に
違
反
し
な
い
も
の
と
し
た
原
審
の
判
断
に
つ
き
、
法
的
瑕
疵
が
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
後
の
判
例
は
、
い
ず
れ
もA

GBG

九
条
一
項
ま
た
はBGB

三
〇
七
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
約
款
変
更
条
項
の
有
効
性
を
審

査
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
判
例
と
し
て
、
第
一
に
、BGH

第
四
民
事
部
一
九
九
九
年
三
月
一
七
日
判
決
（BGH

Z 141, 153

）
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
判
決
に
お
い
て
は
、
法
的
保
護
保
険
契
約
に
お
け
る
約
款
変
更
条
項
に
対
す
る
差
止
め
の
可
否
が
、A

GBG

九
条
一
項
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
た
。BGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
が
特
に
説
か
れ
て
い
る
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
同
号
を
規
制
の

根
拠
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、BGH

第
三
民
事
部
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
一
日
判
決
（N

JW
-RR 2008, 

134

）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
契
約
に
お
け
る
約
款
・
給
付
記
述
・
価
格
の
い
ず
れ
の
一
方
的
変
更
権
を
も
留
保
す
る
条
項
に
つ

い
て
、
約
款
変
更
・
給
付
変
更
・
価
格
変
更
に
分
け
、
約
款
変
更
に
関
し
て
はBGB

三
〇
七
条
一
項
に
よ
り
、
給
付
変
更
に
関
し
て

は
同
三
〇
八
条
四
号
に
依
拠
し
て
、
当
該
条
項
の
有
効
性
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
約
款
変
更
条
項
と
給
付
変
更
条
項
の
内
容

規
制
に
お
け
る
適
用
法
規
を
区
別
す
る
理
由
と
し
て
、BGH
は
、
一
九
九
九
年
判
決
に
お
い
て
、
四
号
の
規
定
が
給
付
の
み
に
関
係

す
る
の
に
対
し
、
約
款
変
更
条
項
は
全
て
の
規
律
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
判
例
の
考
え
方
の
補
強
と
し
て
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
構
造
・
沿
革
お
よ
び
同
号
に
お
け
る
「
給
付
」
概
念
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
構
造
上
の
特
徴
は
、
給
付
変
更
留
保
を
無
効
な
も
の
と
推
定
し
、
そ
れ
が
相
手
方
に
と
っ
て
期
待

（
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論　　　説

可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
主
張
立
証
責
任
を
約
款
使
用
者
に
課
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
期
待
可
能
性
の
判
断
に
お
い
て
両
当
事
者
の

利
益
衡
量
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
一
般
条
項
で
あ
るBGB

三
〇
七
条
一
項
に
基
づ
く
不
相
当
性
審
査
と
異
な
ら
な
い
と
し

て
も
、
後
者
に
お
い
て
不
相
当
性
の
主
張
立
証
責
任
は
相
手
方
に
あ
る
。
さ
ら
に
、BGB

三
〇
八
条
三
号
に
お
け
る
解
除
留
保
の
禁

止
が
継
続
的
債
務
関
係
に
は
妥
当
し
な
い
の
と
対
照
的
に
、
同
四
号
の
無
効
推
定
は
、
か
か
る
適
用
除
外
を
設
け
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
に
主
張
立
証
責
任
の
面
で
一
般
条
項
よ
り
も
強
い
規
制
を
設
け
て
い
る
点
を
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
前
身
で
あ
るA

GBG

一
〇
条
四
号
の
沿
革
に
目
を
向
け
る
と
、
同
号
は
、
主
た
る
給
付
義
務
の
変
更
留
保
に
主
眼
を
お

い
て
厳
格
な
規
制
を
設
け
て
い
る
も
の
と
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、A

GBG

一
〇
条
四
号
は
、
約
款
使
用
者
が
自
ら
責

め
を
負
う
べ
き
給
付
障
害
の
効
果
を
免
れ
る
た
め
に
給
付
変
更
を
留
保
す
る
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
、
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

立
法
過
程
で
は
、
問
題
と
な
る
条
項
の
例
と
し
て
、
材
質
・
寸
法
・
色
そ
の
他
の
細
部
に
お
い
て
注
文
と
異
な
る
物
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
の
条
項
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
留
保
は
、
家
具
販
売
や
通
信
販
売
に
お
い
て
特
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
立
法
理
由
に
お
い
て
主
た
る
給
付
義
務
の
変
更
留
保
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
確
か

に
、
現
在
の
解
釈
論
に
お
い
て
、BGB

三
〇
八
条
四
号
に
お
け
る
「
給
付
」
に
は
付
随
的
な
給
付
義
務
や
給
付
態
様
も
含
ま
れ
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
の
沿
革
に
鑑
み
る
と
、BGB
三
〇
八
条
四
号
は
、
と
り
わ
け
主
た
る
給
付
義
務
の
変
更
留
保
に

照
準
を
合
わ
せ
て
、
無
効
推
定
と
い
う
厳
格
な
規
制
を
設
け
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。BGB

三
〇
八
条
四
号
の
趣
旨
を

こ
の
よ
う
に
捉
え
た
場
合
、
こ
の
規
定
は
、
約
款
変
更
条
項
の
規
制
に
と
っ
て
必
ず
し
も
適
合
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、BGB

三
〇
八
条
四
号
に
い
う
「
給
付
」
は
、
あ
く
ま
で
も
約
款
使
用
者
の
給
付
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
同
号
は
、
相
手
方
の
給
付
に
つ
い
て
の
変
更
留
保
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
相
手
方
の
給
付
内
容
に
つ
い
て
の
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）

（
41
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

変
更
権
が
「
異
な
る
給
付
を
な
す
権
利
」
と
い
う
文
言
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
理
由
と
す
る
が
、
約
款
使
用
者
が
自
己
の
不
履
行

責
任
を
免
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
規
定
の
趣
旨
か
ら
帰
結
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
的
見
解
に
従
う
と
、
た
と
え
全
て
の
約

款
条
項
が
最
終
的
に
は
給
付
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
て
も
、
約
款
の
中
に
は
相
手
方
の
給
付
義
務
に
関
わ
る
条
項
も
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
も
と
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
約
款
使
用
者
の
給
付
義
務
の
変
更
留
保
と

い
う
観
点
か
ら
、
約
款
変
更
条
項
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
一
面
的
な
評
価
方
法
が
適
切
か
、
と
い
う
問
題

が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
問
題
は
、
給
付
と
そ
れ
以
外
の
事
項
と
の
区
別
困
難
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
保
険
約
款
に
お
い
て
も
、
回
避
し
え

な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
相
手
方
の
給
付
義
務
の
代
表
で
あ
る
対
価
の
支
払
義
務
に
関
係
す
る
価
格
変
更
留
保
に
つ
い
て
、BGH

判
例
は
、

BGB

三
〇
九
条
一
号
（A

GBG
一
一
条
一
号
）
に
よ
り
短
期
間
の
価
格
引
上
げ
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
─
─
同
号
は
、
継

続
的
債
務
関
係
に
適
用
さ
れ
な
い
。
─
─
、BGB

三
〇
七
条
に
基
づ
い
て
有
効
性
を
判
断
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
継
続
的
債
務

関
係
に
お
い
て
も
給
付
変
更
留
保
を
原
則
無
効
と
し
て
い
るBGB

三
〇
八
条
四
号
と
対
照
的
で
あ
る
。
判
例
は
、
主
た
る
給
付
義
務

の
変
更
の
範
疇
に
お
い
て
も
適
用
法
規
を
使
い
分
け
て
い
る
。

三　

小
括

　

本
節
で
は
、
約
款
変
更
条
項
の
規
制
に
か
か
る
適
用
法
規
の
選
択
の
問
題
と
し
て
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
可
能
性
に
関
す

る
議
論
を
扱
っ
た
。
こ
の
規
定
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
立
場
を
分
け
て
い
た
の
は
、
ま
ず
も
っ
て
各
種
の
契
約
変
更
条
項
に
お
い
て

変
更
対
象
と
な
る
契
約
内
容
を
一
元
的
に
捉
え
る
か
、
多
元
的
に
捉
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
、
見
解
の
相
違
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
適
用
肯
定
説
の
代
表
的
な
論
拠
は
、
給
付
と
約
款
の
区
別
困
難
を
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）
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論　　　説

約
款
変
更
条
項
の
規
制
を
一
般
条
項
に
委
ね
る
判
例
は
、
両
者
を
区
別
し
た
う
え
、
約
款
使
用
者
の
給
付
に
つ
い
て
の
変
更
留
保
と
相

手
方
の
給
付
（
価
格
）
に
つ
い
て
の
そ
れ
と
の
間
で
も
、
適
用
法
規
を
分
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
契
約
内
容
の
捉
え
方
の
相
違
に
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
趣
旨
の
理
解
が
付
け
加
わ
る
。
同
号
の
基
礎
に
、
広
く
契

約
の
拘
束
力
の
原
則
一
般
を
見
た
り
、
同
号
の
目
的
を
等
価
関
係
の
維
持
一
般
に
求
め
た
り
す
る
場
合
に
は
、
適
用
肯
定
説
に
傾
く
。

こ
れ
に
対
し
て
、
沿
革
を
重
視
し
、
約
款
使
用
者
が
給
付
障
害
の
効
果
を
免
れ
る
た
め
に
自
ら
の
主
た
る
給
付
義
務
の
変
更
を
留
保
す

る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
変
更
留
保
条
項
の
無
効
を
推
定
す
る
こ
と
に
、
同
号
の
趣
旨
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
号
は
、
約
款
変
更

条
項
や
価
格
変
更
条
項
の
有
効
性
評
価
に
適
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
主
た
る
給
付
義
務
の
変
更
留
保
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
約
款
変

更
留
保
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
」
と
い
う
勿
論
解
釈
（
適
用
肯
定
説
⑵
）
も
、
同
号
の
核
心
的
内
容
を
給
付
変
更
留
保
の
原
則

無
効
に
見
る
な
ら
ば
、
適
切
と
は
い
い
が
た
い
。

　

最
後
に
、
適
用
否
定
説
⑴
に
お
い
て
は
、
契
約
内
容
の
確
定
性
の
観
点
か
ら
、
約
款
の
変
更
留
保
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
が
主
張
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
見
解
は
、
約
款
の
規
律
内
容
が
多
様
で
あ
る
と
こ
ろ
、
約
款
変
更
条
項
は
無
制
限
の
契
約
変
更
を
可
能
に
す
る
も
の

で
あ
る
、
と
の
考
慮
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
の
当
否
を
判
断
す
る
に
は
、
次
節
以
降
に
扱
う
よ
う
に
、
約
款
変
更

条
項
に
課
さ
れ
る
具
体
的
な
制
限
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
節　

実
体
的
有
効
要
件
─
─
変
更
原
因
に
お
け
る
制
約

一　

緒
論

　

約
款
使
用
者
が
約
款
条
項
に
お
い
て
一
方
的
な
約
款
変
更
権
を
留
保
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
変
更
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
一
方
的
な
約
款
変
更
は
、
正
当
な
変
更
原
因
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
よ
う
な
原
因
に
応
じ
た
変
更
内
容
で
の
み
許
容
さ
れ

（
46
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

る
。
一
方
的
変
更
権
条
項
の
規
制
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
原
因
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
約
款
変
更
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
る
か
が
、

条
項
の
有
効
性
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
更
原
因
に
関
す
る
変
更
条
項
の
実
体
的
有
効
要
件
を
扱
い
、

判
例
法
理
を
出
発
点
と
し
て
議
論
状
況
を
整
理
・
検
討
し
て
い
く
。

二　

実
体
的
有
効
要
件
に
関
す
る
判
例
法
理

　

ド
イ
ツ
判
例
は
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
限
っ
て
、
約
款
使
用
者
に
よ
る
一
方
的
な
約
款
変
更
の
正
当
性
を
承
認
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
①
約
款
使
用
者
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
な
く
、
約
款
使
用
者
が
影
響
を
与
え
た
の
で
も
な
い
、
予
見
不
可
能
な
事
情
変
更
に

よ
り
、
契
約
締
結
時
に
存
在
し
た
等
価
関
係
が
軽
微
で
な
い
程
度
に
害
さ
れ
た
場
合
、
お
よ
び
、
②
条
項
無
効
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た

規
律
欠
缺
が
、
契
約
の
実
行
に
お
い
て
困
難
を
生
じ
さ
せ
、
変
更
ま
た
は
補
充
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
困
難
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
体
的
有
効
要
件
は
、
ま
ず
保
険
契
約
に
関
す
る
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
契
約
に
関
す
る
前
掲BGH

 

二
〇
〇
七
年
判
決
に
お
い
て
も
、
同
様
の
有
効
要
件
が
提
示
さ
れ
た
。

後
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
契
約
と
保
険
契
約
で
は
同
程
度
の
顧
客
保
護
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
つ
つ
、
前
者
を
引

き
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
被
告
事
業
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
市
場
の
競
争
お
よ
び
技
術
的
変
化
の
激
し
さ
を
挙
げ
、

必
要
な
顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
維
持
し
、
そ
れ
を
競
合
他
社
に
対
し
て
高
め
る
た
め
に
、
前
記
①
・
②
の
制
限
を
超
え
る
変
更
権
限
を

留
保
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
た
の
に
対
し
、
同
判
決
は
、
市
場
の
変
化
が
激
し
い
と
し
て
も
、
包
括
的
な
変
更
権
限
は
、

変
更
解
約
告
知
を
回
避
し
、
被
告
事
業
者
の
領
域
に
属
す
る
競
争
リ
ス
ク
を
契
約
相
手
方
の
負
担
で
免
れ
る
も
の
で
あ
り
、
正
当
化
し

え
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
前
記
①
・
②
の
要
件
に
は
、
契
約
の
種
類
を
問
わ
な
い
、
約
款
の
一
方
的
変
更
に
関
す
る
原
則
的
な
位
置

付
け
が
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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正
当
な
変
更
原
因
の
前
記
①
・
②
へ
の
限
定
に
関
連
し
て
、
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
は
、
当
初
約
款
の
内
容
規
制
に
お
け
る

無
効
基
準
（
不
相
当
な
不
利
益
、A

GBG

九
条
一
項
）
と
約
款
変
更
の
有
効
要
件
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、A

GBG
九
条
一
項
は
、
相
手
方
が
不
利
益
を
甘
受
す
る
か
否
か
契
約
締
結
前
に
決
定
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
信
義
則
に
反
す
る
不

相
当
な
不
利
益
扱
い
か
ら
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
約
款
変
更
条
項
は
、
契
約
締
結
後
の
期
間
、
保
険
契
約
者
が

不
利
益
を
甘
受
す
る
か
の
決
定
を
下
し
た
後
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
者
は
、
両
当
事
者
の
合
致
し
た
意
思
に
よ
り
成

立
し
た
契
約
内
容
か
ら
、
変
更
条
項
に
よ
っ
て
保
険
契
約
者
の
不
利
に
な
る
よ
う
に
解
放
さ
れ
え
な
い
。
事
情
変
更
に
よ
る
等
価
関
係

の
回
復
ま
た
は
欠
缺
補
充
を
超
え
る
変
更
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
行
為
基
礎
脱
落
の
規
律
（
現BGB

三
一
三
条
）
に
よ
る
変
更
を

模
索
す
べ
き
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
一
般
的
な
契
約
の
拘
束
力
の
原
則
を
出
発
点
と
し

て
、
約
款
変
更
の
正
当
な
原
因
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
の
一
つ
の
考
え
方
が
表
さ
れ
て
お
り
、
前
記
①
・
②
の
要
件
が
一
般
性
を
持
つ

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
に
お
い
て
は
、
解
釈
上
の
疑
い
の
除
去
を
理
由
と
す
る
約
款
変
更
条
項
の
効
力
も
問
題
と

な
っ
た
。
同
判
決
は
、
不
明
確
準
則
を
定
め
るA

GBG
五
条
（
現BGB

三
〇
五
ｃ
条
二
項
）
の
本
質
的
基
本
思
想
（A

GBG

九
条

二
項
一
号
）
を
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
条
項
を
無
効
と
し
た
。
同
様
の
判
断
は
、
疾
病
保
険
契
約
に
お
け
る
同
趣
旨
の

条
項
の
差
止
め
が
問
題
と
な
っ
たBGH

第
四
民
事
部
二
〇
〇
八
年
一
月
二
三
日
判
決
（N

JW
-RR 2008, 834

）
に
お
い
て
も
、
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
。
前
記
①
・
②
の
要
件
と
並
ん
で
解
釈
上
の
疑
い
が
存
在
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
合
わ
せ
る
と
、
判

例
に
お
い
て
は
、
解
釈
上
の
疑
い
の
存
在
は
、
約
款
変
更
の
正
当
な
原
因
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

三　

判
例
法
理
の
分
析
─
─
他
の
契
約
変
更
条
項
の
規
制
基
準
と
の
異
同

　

右
の
よ
う
な
判
例
に
表
さ
れ
た
約
款
変
更
の
原
因
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
か
。
以
下
で
は
、
判
例
で
は
正
当
な
変
更
原
因

と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
解
釈
上
の
疑
い
の
除
去
を
含
め
、
等
価
性
障
害
と
規
律
欠
缺
・
解
釈
上
の
疑
い
の
二
つ
に
分
け
て
、
各
種

の
変
更
原
因
の
位
置
づ
け
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、
前
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
判
例
は
、
給
付
変
更
・
価
格
変
更
・
約
款
変
更

の
各
条
項
に
つ
い
て
適
用
法
規
を
分
け
て
い
る
と
こ
ろ
、
前
二
者
の
変
更
条
項
の
規
制
基
準
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
約
款
変
更
条
項
の

実
体
的
有
効
要
件
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

1　

等
価
性
障
害

　

ま
ず
、
前
記
①
の
等
価
性
障
害
要
件
に
関
し
て
、
約
款
変
更
条
項
に
つ
い
て
の
判
例
が
述
べ
る
不
利
益
変
更
の
禁
止
は
、BGB

三

〇
八
条
四
号
に
い
う
給
付
変
更
留
保
の
期
待
可
能
性
の
判
断
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例
に
よ

れ
ば
、
両
当
事
者
の
給
付
の
等
価
関
係
の
変
更
は
、
変
更
留
保
の
期
待
不
可
能
性
の
徴
憑
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
も
、

給
付
の
均
衡
が
軽
微
で
な
い
程
度
に
相
手
方
の
不
利
に
変
更
さ
れ
る
場
合
に
は
、
変
更
留
保
は
期
待
不
可
能
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
変
更
結
果
の
面
で
不
利
益
変
更
の
禁
止
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
約
款
変

更
条
項
に
関
す
る
判
例
の
よ
う
に
、
変
更
原
因
の
段
階
で
軽
微
で
な
い
等
価
性
障
害
が
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

給
付
変
更
留
保
に
つ
い
て
は
、
等
価
関
係
の
変
更
が
軽
微
な
も
の
に
留
ま
る
な
ら
ば
、
な
お
相
手
方
に
と
っ
て
期
待
可
能
と
評
価
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
約
款
変
更
条
項
に
関
し
て
は
、
お
よ
そ
等
価
関
係
を
当
初
よ
り
も
相
手
方
の
不
利
に
変
更
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
相
違
の
理
由
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
給
付
変
更
留
保
の
期
待
可
能
性
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に
つ
い
て
は
、
変
更
が
不
可
避
的
な
場
合
に
限
っ
て
変
更
留
保
に
つ
い
て
の
約
款
使
用
者
の
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
る
、
と
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
約
款
使
用
者
が
適
切
に
業
務
執
行
し
て
い
れ
ば
相
手
方
に
対
し
既
に
契
約
締
結
の
時
点
で
変
更
さ
れ
た
形
の
給
付
を

約
束
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
正
当
な
利
益
が
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
変
更
の
不
可
避
性
に
お
い
て

は
、
と
り
わ
け
給
付
目
的
の
特
性
が
顧
慮
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
、
費
用
の
増
加
や
計
算
上
の
誤
り
の
修
正
は
、

正
当
な
変
更
事
由
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
期
待
可
能
性
の
評
価
に
お
い
て
は
、
給
付
に
対
す
る
相
手
方
の
個
別
的
選

好
が
考
慮
さ
れ
、
質
的
・
価
格
的
に
同
等
の
給
付
へ
の
変
更
を
留
保
す
る
条
項
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
期
待
不
可
能
な
も
の
と
評
価
さ

れ
る
。
ま
た
、
同
様
の
考
慮
か
ら
、
相
手
方
に
有
利
な
変
更
と
い
う
も
の
が
確
定
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、BGB

三

〇
八
条
四
号
の
も
と
で
給
付
変
更
留
保
の
期
待
可
能
性
を
判
断
す
る
う
え
で
は
、
給
付
目
的
の
特
性
や
そ
れ
が
個
別
的
選
好
の
対
象
と

な
る
か
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
給
付
価
値
の
変
動
と
い
う
観
点
は
、
そ
の
分
だ
け
前
面
に
出
て
こ
な
い
。
そ
の
結
果
、
変
更
原
因
に
関

す
る
要
件
が
等
価
性
障
害
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
か
か
る
利
益
衡
量
に
よ
り
変
更
留
保
が
不
可
避
と
評

価
さ
れ
る
場
合
に
は
、
給
付
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
従
来
の
等
価
関
係
を
完
全
に
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
軽
微
な
等
価
関
係
の
変
更
は
甘
受
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
なBGB

三
〇
八
条
四
号
に
関
す
る
考
察
を
逆
に
考
え
る
と
、
約
款
変
更
条
項
に
関
す
る
判
例
法
理
は
、
給
付
目
的
の
特

性
や
給
付
に
対
す
る
相
手
方
の
個
別
的
選
好
を
利
益
衡
量
に
組
み
入
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
主
要
な
考
慮
要
因
と
は

し
て
い
な
い
、
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
記
①
の
要
件
は
、
約
款
を
も
っ
ぱ
ら
─
─
い
ず
れ
か
の
当
事
者
に
と
っ
て
有
利
・
不
利

と
い
う
判
断
が
可
能
な
─
─
経
済
的
価
値
の
観
点
か
ら
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
件
設
定
の
背
景
に
お
い
て
判
例
は
、

約
款
を
相
手
方
の
個
人
的
な
願
望
や
必
要
の
対
象
と
は
見
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
般
に
相
手
方
は
約
款
内
容
に
無
関
心
で
あ
り
、

契
約
締
結
判
断
に
当
た
っ
て
約
款
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
、
約
款
法
の
基
本
想
定
に
即
し
た
態
度
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

る
と
、
等
価
性
障
害
を
約
款
変
更
の
正
当
な
原
因
の
一
つ
と
す
る
判
例
法
理
は
、
約
款
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、

前
記
②
の
規
律
欠
缺
要
件
に
つ
い
て
も
、
給
付
内
容
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
前
記
①
の
等
価
性
障
害
要
件
は
、
価
格
変
更
条
項
に
関
す
る
判
例
と
の
類
似
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
判
例
に
よ
れ

ば
、BGB
三
〇
九
条
一
号
の
禁
止
が
妥
当
し
な
い
長
期
契
約
に
お
け
る
価
格
変
更
条
項
は
、
価
格
と
給
付
の
等
価
性
を
維
持
す
る
適

切
な
手
段
で
あ
り
、
増
加
費
用
を
転
嫁
し
、
利
益
減
少
を
回
避
す
る
限
り
で
正
当
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
、
当
初
合
意
さ
れ
た
価

格
を
無
限
定
に
引
き
上
げ
、
約
款
使
用
者
に
追
加
的
な
利
益
の
獲
得
を
可
能
と
す
る
場
合
に
は
、BGB

三
〇
七
条
に
抵
触
す
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
契
約
に
関
し
て
給
付
変
更
・
約
款
変
更
・
価
格
変
更
の
三
つ
の
条
項
が
問
題
と
な
っ
た
前
掲BGH

二
〇
〇
七
年

判
決
も
、
価
格
変
更
条
項
に
つ
い
て
は
、
こ
の
判
例
の
基
準
に
従
っ
た
判
断
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
価
格
変
更
条
項
の
規
制
基
準

は
、
明
ら
か
に
、
約
款
変
更
条
項
に
関
す
る
前
記
①
の
基
準
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
価
格
に
つ
い
て
も
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
価
値

的
な
高
低
が
問
題
と
な
り
、
個
性
が
重
要
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
ま
た
、
逆
に
、
価
格
変
更
条
項
の
規
制
基
準

か
ら
約
款
変
更
条
項
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
前
記
①
の
要
件
が
問
題
と
な
る
具
体
的
な
場
面
と
し
て
、
費
用
負
担
や
付
随
的
対
価
を
定
め

る
条
項
な
ど
、
中
間
的
な
性
質
を
有
す
る
条
項
の
変
更
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

2　

規
律
欠
缺
・
解
釈
上
の
疑
い

　

次
に
、
判
例
の
掲
げ
る
第
二
の
正
当
な
変
更
原
因
で
あ
る
規
律
欠
缺
に
つ
い
て
は
、
給
付
変
更
条
項
だ
け
で
な
く
価
格
変
更
条
項
の

規
制
基
準
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
条
項
の
総
体
と
し
て
の
約
款
に
特
有
の
変
更
原
因
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
例
の
要
件

枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
給
付
の
等
価
関
係
に
対
す
る
影
響
の
小
さ
い
典
型
的
に
付
随
的
な
条
項
に
関
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
変
更
原
因

の
も
と
で
変
更
の
可
否
が
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
規
律
欠
缺
の
原
因
を
内
容
規
制
に
よ
る
条
項
無
効
に
求
め
る
場
合
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に
は
、
そ
れ
を
原
因
と
す
る
欠
缺
補
充
と
い
う
課
題
は
、
約
款
に
特
有
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
無
効
条
項
の
変
更
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
旧
稿
に
お
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
約
款
使
用
者
に
よ
る
欠
缺
補
充
の
た
め
の
約

款
変
更
と
い
う
問
題
の
輪
郭
を
、
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
欠
缺
補
充
の
た
め
の
約
款
変
更
は
、
契
約
補
充
の
た
め
に
存
在
す
る
他
の
法
規
定
や
制
度
と
競
合
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
と

の
優
劣
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
、
条
項
無
効
に
代
わ
る
規
律
の
補
充
に
つ
い
て
は
、BGB

三
〇
六
条
二
項
に
お
い
て
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
判
例
お
よ
び
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
効
力
維
持
的
縮
減
（geltungserhaltende Reduktion

）
の
禁
止

が
妥
当
し
、
任
意
規
定
が
無
効
条
項
に
代
わ
り
、
ま
た
は
、
一
定
の
厳
格
な
要
件
の
も
と
で
補
充
的
契
約
解
釈
が
な
さ
れ
る
。
法
が
定

め
る
こ
の
枠
組
み
を
変
更
結
果
の
面
で
逸
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
い
わ
ゆ
る
救
済
条
項
（
サ
ル
ベ
ー
ジ
条
項salva-

torische klausel

）
論
に
お
い
て
示
さ
れ
て
き
た
判
例
か
つ
支
配
的
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
任
意
規
定
に
よ
る
補
充
や
補
充

的
契
約
解
釈
が
存
す
る
と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
そ
も
そ
も
約
款
使
用
者
が
変
更
手
続
き
を
取
り
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
任
意
規
定
に
よ
る
補
充
と
補
充
的
契
約
解
釈
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
約
款
使
用
者

に
よ
る
変
更
を
劣
後
さ
せ
る
べ
き
と
す
る
見
解
は
、
少
数
に
留
ま
る
。
条
項
無
効
以
外
の
場
面
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
任

意
規
定
に
よ
る
契
約
の
補
充
や
補
充
的
契
約
解
釈
と
約
款
使
用
者
に
よ
る
約
款
変
更
と
の
競
合
関
係
の
処
理
が
、
問
題
と
な
っ
て
こ
よ

う
。

　

ま
た
、
誰
が
変
更
原
因
た
る
規
律
欠
缺
の
存
在
を
判
断
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
約
款
使
用
者
が
自
ら
あ
る
約
款
条
項
を

無
効
と
評
価
し
た
場
合
に
も
、
約
款
変
更
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
一
定
の
公
権
的
な
無
効
判
断
が
要
件
と
さ
れ
る
の
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
競
合
す
る
規
定
や
制
度
が
あ
り
な
が
ら
、
欠
缺
補
充
の
た
め
の
約
款
変
更
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
裁
判
外
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

に
お
け
る
変
更
課
題
の
迅
速
な
処
理
・
約
款
の
統
一
性
の
確
保
・
法
律
関
係
の
明
確
化
と
い
っ
た
点
で
、
利
点
が
存
在
す
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
問
題
構
造
は
、
判
例
に
お
い
て
は
正
当
な
変
更
原
因
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
な
い
─
─
学
説
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う

な
判
例
に
賛
同
す
る
見
解
が
強
い
。
─
─
解
釈
上
の
疑
い
を
除
去
す
る
た
め
の
約
款
変
更
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

こ
で
は
、
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
な
ど
に
お
い
て
不
明
確
準
則
の
逸
脱
を
理
由
に
解
釈
上
の
疑
い
を
除
去
す
る
た
め
の
約
款
変

更
条
項
が
無
効
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
契
約
解
釈
に
関
す
る
諸
準
則
と
の
競
合
関
係
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
解
釈
上
の
疑
い
の
存

在
に
つ
い
て
の
判
断
主
体
も
問
題
と
な
る
。
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
は
、
約
款
使
用
者
自
身
に
解
釈
上
の
疑
い
が
あ
っ
た
に
過

ぎ
な
い
場
合
に
も
変
更
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
他
方
で
、
約
款
条
項
の
解
釈
に
疑
い
が
あ
る
場
合
に

裁
判
手
続
き
を
経
ず
に
そ
の
解
釈
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
迅
速
性
・
統
一
性
・
明
確
性
と
い
っ
た
点
で
長
所
が
あ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
学
説
で
は
、
解
釈
上
の
疑
い
の
除
去
も
正
当
な
変
更
原
因
た
り
う
る
、
と
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

四　

実
体
的
有
効
要
件
に
関
す
る
学
説

　

こ
こ
ま
で
一
方
的
変
更
権
条
項
の
実
体
的
有
効
要
件
に
関
す
る
判
例
法
理
を
検
討
し
て
き
た
が
、
以
下
で
は
、
同
要
件
に
関
す
る
学

説
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
見
解
を
取
り
上
げ
る
。

　

1　

実
体
的
有
効
要
件
に
お
け
る
集
合
的
観
点
の
考
慮

　

判
例
の
掲
げ
る
二
つ
の
実
体
的
有
効
要
件
に
お
い
て
は
、
内
容
規
制
に
お
け
る
一
般
的
・
類
型
的
利
益
衡
量
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る

と
見
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
の
、
約
款
に
よ
る
契
約
の
大
量
取
引
性
や
団
体
性
と
い
っ
た
性
質
は
、
前
面
に
出
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対

（
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論　　　説

し
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
引
の
性
質
も
考
慮
に
入
れ
て
約
款
変
更
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
保
険
約
款
の
変
更
に
つ
い
て
判
例
と
同
様
の
要
件
を
設
定
す
る
あ
る
学
説
は
、
等
価
性
障
害
の
有
無
に
つ
き
、
保
険
契
約
の

大
量
取
引
性
を
顧
慮
し
て
確
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
事
情
変
更
が
個
別
の
契
約
に
与
え
る
影
響
で

は
な
く
、
契
約
の
総
体
に
与
え
る
影
響
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
別
的
な
観
察
に
お
い
て
は
軽
微
な
障
害
で
あ
っ
て

も
、
契
約
集
合
に
組
み
入
れ
て
考
え
る
と
重
大
と
い
え
る
場
合
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。

　

ま
た
、
保
険
約
款
の
変
更
に
限
ら
れ
な
い
約
款
変
更
一
般
を
論
じ
る
別
の
論
者
は
、
契
約
の
基
礎
と
な
る
法
的
枠
組
み
の
変
更
を
原

因
と
す
る
約
款
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
条
項
の
存
続
が
法
律
上
可
能
だ
と
し
て
も
、
新
た
な
法

状
況
が
相
手
方
に
と
っ
て
有
利
で
あ
れ
ば
、
相
手
方
に
有
利
な
変
更
と
い
う
観
点
か
ら
約
款
変
更
が
許
容
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

新
条
項
が
相
手
方
に
と
っ
て
不
利
益
を
含
む
場
合
に
は
、
変
更
の
許
容
性
に
つ
い
て
一
般
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
例
え
ば
、
全
て

の
相
手
方
に
新
条
項
を
導
入
す
る
こ
と
で
個
別
の
相
手
方
の
不
利
益
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
変
更
が
許
容
さ
れ
る
、
と
。

こ
こ
で
は
、
保
険
契
約
や
建
築
貯
蓄
契
約
の
団
体
性
が
念
頭
に
置
か
れ
、
そ
う
し
た
契
約
に
お
い
て
は
、
顧
客
間
の
利
益
調
整
も
考
慮

し
て
、
可
能
な
変
更
の
外
延
が
画
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
場
環
境
が
変
化
し
、
そ
れ
が
相
手
方
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に

作
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
契
約
相
手
方
に
リ
ス
ク
を
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
の
相
手
方
に
と
っ
て
の
リ
ス
ク
緩
和

が
達
成
さ
れ
る
と
き
は
、
約
款
変
更
を
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
も
っ
と
も
、
論
者
は
、
こ
う
い
っ
た
団
体
性
を
、
右
の

よ
う
な
契
約
類
型
の
特
殊
性
と
し
て
位
置
づ
け
、
他
の
契
約
類
型
に
お
い
て
も
無
制
限
に
考
慮
さ
れ
る
要
素
と
は
見
て
い
な
い
。
そ
の

う
え
、
あ
く
ま
で
一
部
の
相
手
方
に
生
じ
た
不
利
益
や
リ
ス
ク
を
全
体
に
分
散
す
る
場
合
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
網
羅
的
な
検

討
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

か
く
し
て
、
学
説
上
は
右
の
よ
う
な
見
解
が
一
部
に
あ
る
も
の
の
、
一
部
の
契
約
類
型
に
留
ま
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
約
款
変

（
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

更
条
項
の
実
体
的
有
効
要
件
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
は
、
全
体
的
に
見
た
場
合
、
集
合
的
な
観
点
が
前
面
に
出
た
も
の
と
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

2　

等
価
性
障
害
要
件
に
対
す
る
批
判

　

約
款
変
更
の
原
因
と
し
て
軽
微
で
な
い
等
価
性
障
害
の
発
生
を
要
求
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
大
抵
の
約
款
は
、
契
約
の
要
素
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
、
約
款
の
障
害
は
、
ほ
と
ん
ど
等
価
関
係
に
影
響
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
前
記
①
の
よ
う
な
要
件
を
設
定
す
る
と
、
約
款
変
更
条
項
の
適
用
領
域
が
制
限
さ
れ
、
約
款
使
用
者
が
有
す
る
約
款
の
標

準
化
に
対
す
る
利
益
が
、
十
分
に
顧
慮
さ
れ
な
い
、
と
の
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
論
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
要
件
設
定
の
背
景
に

は
、
相
手
方
が
契
約
締
結
時
に
約
款
の
内
容
を
認
識
し
、
約
款
を
契
約
に
組
み
入
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
情
報
に
基
づ
く
決
定
を
し
て

い
る
、
と
い
う
想
定
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
相
手
方
は
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
約
款
を
読
ま
ず
に
甘
受
す
る
と
こ
ろ
、

こ
の
よ
う
な
想
定
に
基
づ
く
要
件
の
設
定
は
、
方
法
論
的
に
誠
実
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
す
る
論
者
は
、
立
法
論
と
し
て
約
款
使
用
者
の
一
方
的
変
更
権
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

次
の
よ
う
な
利
益
衡
量
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
約
款
の
標
準
化
・
柔
軟
化
は
、
法
的
安
定
性
・
明
確
性
、
新
規

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
給
付
目
的
の
発
展
と
最
適
化
、
約
款
使
用
者
の
費
用
低
減
に
よ
る
価
格
低
下
と
い
っ
た
点
で
、
相
手
方
に
と
っ

て
も
利
益
と
な
る
。
他
方
で
、
大
多
数
の
相
手
方
は
、
約
款
を
読
ま
ず
、
そ
の
内
容
を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
そ

の
よ
う
な
相
手
方
の
態
度
は
、
約
款
の
具
体
的
内
容
に
関
心
が
な
い
こ
と
の
表
明
で
あ
り
、
従
来
の
内
容
の
継
続
に
対
す
る
相
手
方
の

利
益
は
、
低
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
単
に
新
約
款
に
よ
っ
て
不
相
当
な
不
利
益
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い

て
、
保
護
に
値
す
る
利
益
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
相
手
方
が
約
款
の
内
容
を
認
識
し
、
そ
の
継
続
に
つ
い
て
保
護
に
値
す
る
利

（
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論　　　説

益
を
有
す
る
場
合
も
あ
り
、
例
と
し
て
、
約
款
使
用
者
が
予
め
明
示
的
に
指
示
し
た
条
項
、
広
告
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
条
項
、
契
約

関
係
に
お
い
て
本
質
的
な
規
律
を
含
む
条
項
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
該
契
約
が
相
手
方
に
と
っ
て
有
す
る
重
要
性
に
よ
る
細

分
化
や
、
給
付
・
価
格
関
連
条
項
と
付
随
的
条
項
の
区
別
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
衡
量
に
基
づ
い
て
、
論
者
は
、
最
終
的

に
、
等
価
性
障
害
を
要
件
と
す
る
こ
と
な
し
に
、
契
約
に
と
っ
て
重
要
な
法
規
定
の
改
正
ま
た
は
市
場
状
況
の
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
、

約
款
使
用
者
に
よ
る
一
方
的
変
更
を
認
め
る
旨
の
法
規
定
を
提
案
し
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
批
判
の
核
心
は
、
相
手
方
が
契
約
締
結
時
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
付
随
的
な
約
款
条
項
の
変
更
に
つ
い
て
、
判
例
の

掲
げ
る
要
件
は
厳
格
に
過
ぎ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
例
の
枠
組
み
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、

等
価
性
障
害
要
件
は
価
格
変
更
条
項
の
有
効
要
件
と
共
通
項
を
有
す
る
と
こ
ろ
、
中
間
的
な
条
項
を
主
た
る
適
用
対
象
と
す
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
等
価
関
係
に
対
す
る
影
響
の
少
な
い
付
随
的
条
項
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
規
律
欠
缺
要
件
の
も
と
で
し
か
一

方
的
変
更
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
の
妥
当
性
が
、
批
判
に
曝
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
判
例
を
擁
護
す
る
な
ら
ば
、
先
に
取
り
上
げ
た
学
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
等
価
性
障
害
の
有

無
を
個
別
的
に
で
は
な
く
集
合
的
に
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
要
件
の
充
足
を
柔
軟
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
反
論
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
約
款
の
欠
缺
」
概
念
に
つ
い
て
の
よ
り
立
ち
入
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
付
随
的
条
項
の
一
方
的
変
更

に
つ
い
て
は
規
律
欠
缺
要
件
で
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
同
意
擬
制
条
項
の
活
用
な
ど
合
意
に
よ
る
変
更
の
可
能
性
も
あ
る
、
と
回
答
す

る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。

五　

小
括

　

本
節
の
検
討
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
　

ま
ず
、
ド
イ
ツ
判
例
は
、
①
予
見
不
可
能
な
事
情
変
更
に
よ
り
等
価
関
係
が
軽
微
で
な
い
程
度
に
害
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、
②
規

律
欠
缺
に
よ
っ
て
契
約
の
実
行
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
約
款
使
用
者
に
よ
る
一
方
的
な
約
款
変
更
の
留
保
を
認
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
実
体
的
有
効
要
件
は
、
契
約
の
中
心
部
分
と
区
別
さ
れ
た
約
款
の
規
律
内
容
を
意
識
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
①

要
件
は
、
も
っ
ぱ
ら
経
済
的
価
値
の
変
更
の
面
か
ら
約
款
変
更
の
可
否
を
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
中
間
条
項
の
変
更
に
適
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
②
要
件
は
、
付
随
的
条
項
を
含
む
条
項
総
体
と
し
て
の
約
款
の
特
性
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
判

例
は
、
前
節
で
扱
っ
た
適
用
法
規
の
選
択
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
有
効
要
件
に
お
い
て
も
、
約
款
変
更
条
項
を
契
約
の
中

心
部
分
に
係
る
変
更
条
項
と
区
別
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
判
例
に
お
い
て
は
、（
中
間
条
項
を
含
め
た
広
い
意
味
で
の
）
約
款
の
付
随
的
条
項
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
が
、
他
方
で
、
約
款
に
よ
る
契
約
の
持
つ
集
合
的
な
性
質
（
大
量
取
引
性
や
団
体
性
）
は
、
前
面
に
出
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

学
説
の
一
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
取
引
の
性
質
を
顧
慮
し
て
約
款
変
更
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
を
説
く
も
の
が
あ
る
が
、
や
は
り
全

般
的
に
そ
の
よ
う
な
議
論
傾
向
は
強
く
な
い
。

　

最
後
に
、
前
記
①
要
件
の
も
と
で
は
、
給
付
の
等
価
関
係
へ
の
影
響
の
小
さ
い
典
型
的
な
付
随
的
条
項
に
つ
い
て
は
、
変
更
が
認
め

ら
れ
が
た
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
に
対
し
て
は
、
約
款
の
内
容
に
対
す
る
相
手
方
の
無
関
心
な
ど
を
理
由
に
、
よ

り
緩
和
さ
れ
た
要
件
の
も
と
で
約
款
変
更
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
批
判
が
あ
る
。

第
三
節　

形
式
的
有
効
要
件
─
─
具
体
化
の
要
請

一　

緒
論

　

一
方
的
変
更
権
条
項
に
基
づ
く
約
款
変
更
に
お
い
て
は
、
個
々
の
変
更
に
際
し
て
正
当
な
変
更
原
因
の
有
無
や
変
更
内
容
の
正
当
性
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論　　　説

が
問
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
予
め
条
項
自
体
に
変
更
の
原
因
・
対
象
・
程
度
を
具
体
的
に
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

（
具
体
化
の
要
請K

onkretisierungsgebot

）。
こ
の
よ
う
な
要
求
は
、BGB

三
〇
七
条
一
項
二
文
に
基
づ
く
透
明
性
の
要
請
の
一

環
を
成
す
。
本
稿
で
は
、
こ
の
具
体
化
の
要
請
を
「
形
式
的
有
効
要
件
」
と
呼
ぶ
。

　

こ
の
形
式
的
有
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
変
更
条
項
の
具
体
化
が
要
求
さ
れ
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。
具
体
化
が

要
求
さ
れ
る
理
由
し
だ
い
で
、
い
つ
の
時
点
で
条
項
の
具
体
性
が
重
要
と
な
る
の
か
、
ま
た
、
条
項
の
ど
の
要
素
を
特
に
具
体
的
に
書

い
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
も
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
具
体
化
の
要
請
の
趣
旨
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
ド
イ
ツ
法

の
状
況
を
整
理
・
検
討
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
を
要
求
す
る
見
解
と
約
款
変
更
時
に
お
け
る
具
体

性
を
要
求
す
る
見
解
と
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
を
要
求
す
る
見
解

　

1　

判
例
の
展
開

　

ま
ず
、
約
款
変
更
条
項
に
関
す
る
判
例
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
相
手
方
の
予
測
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
変
更
条
項
を
具

体
的
に
形
成
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

　

そ
の
嚆
矢
と
な
る
の
が
、BGH

第
四
民
事
部
一
九
九
七
年
一
〇
月
八
日
判
決
（BGH

Z 136, 394

）
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
相
互
保

険
会
社
の
定
款
に
含
ま
れ
る
、
保
険
約
款
・
保
険
料
規
定
お
よ
び
保
険
料
に
関
す
る
複
数
の
一
方
的
変
更
権
条
項
に
対
す
る
差
止
訴
訟

に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。BGH

は
、
い
ず
れ
の
条
項
もA

GBG

九
条
に
基
づ
く
透
明
性
の
要
請
に
反
す
る
も
の
と
断
じ
た
。
判
示

に
よ
れ
ば
、
状
況
が
要
求
し
う
る
限
り
で
、
約
款
条
項
が
経
済
的
不
利
益
と
負
担
を
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
信
義
則
上
要

請
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
条
項
は
、
無
制
限
の
変
更
権
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
変
更
に
つ
い
て
何
等
の
限
界
も
含
ん
で
い
な
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

い
。
保
険
契
約
者
は
、
い
か
な
る
要
件
・
い
か
な
る
範
囲
で
追
加
的
な
負
担
を
課
さ
れ
る
か
、
契
約
締
結
時
は
お
ろ
か
、
契
約
締
結
後

で
あ
っ
て
も
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
変
更
の
正
当
性
お
よ
び
必
要
性
に
つ
い
て
の
保
険
者
の
あ
ら
ゆ
る
評
価
に
身
を
委
ね

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
広
範
な
確
定
権
は
、
不
相
当
で
あ
り
、
相
互
保
険
会
社
の
特
殊
性
を
理
由
と
し
て
も
正
当
化
さ
れ
な
い
。

本
判
決
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

つ
づ
く
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
に
お
い
て
は
、
変
更
原
因
を
列
挙
し
て
い
る
も
の
の
、
変
更
対
象
に
関
し
て
は
「
個
別
条

項
」
と
だ
け
規
定
す
る
変
更
条
項
に
対
し
て
、
具
体
性
の
観
点
か
ら
疑
義
が
呈
さ
れ
た
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な

留
保
は
、
そ
の
形
成
可
能
性
に
お
い
て
具
体
化
を
必
要
と
す
る
。
相
手
方
は
、
い
か
な
る
領
域
に
お
い
て
変
更
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
、
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
前
掲BGH

二
〇
〇
七
年
判
決
は
、「
顧
客
に
と
っ
て
期
待
可
能
な
限
り
で
」
と
い
う
以
外
に
無
制
限
の
変
更
条
項
に
つ

い
て
、
先
行
す
る
二
つ
の
裁
判
例
と
同
様
の
観
点
か
ら
批
判
を
加
え
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
約
款
に
お
い
て
留
保
さ
れ
た
約
款
使
用
者

の
補
充
・
代
替
権
限
は
、
そ
の
形
成
可
能
性
に
お
い
て
具
体
化
を
要
す
る
。
相
手
方
は
、
い
か
な
る
領
域
・
い
か
な
る
要
件
・
い
か
な

る
範
囲
で
変
更
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
顧
客
の
期
待
可
能
性
に
よ
る
限
定

は
、
形
成
可
能
性
の
必
要
な
具
体
化
を
含
ん
で
い
な
い
。
相
手
方
は
、
こ
の
基
準
か
ら
、
考
慮
す
べ
き
変
更
領
域
・
変
更
原
因
お
よ
び

変
更
の
程
度
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
し
た
。

　

以
上
の
諸
判
決
に
示
さ
れ
た
判
例
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
判
例
に
お
い
て
は
、

相
手
方
が
予
め
ど
の
よ
う
な
約
款
変
更
が
あ
り
う
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
約
款
の

う
ち
の
ど
の
部
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
原
因
が
あ
っ
た
場
合
に
、
ど
の
程
度
の
変
更
が
あ
り
う
る
の
か
、
変
更
条
項
自
体
に
お
い

て
具
体
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
前
掲BGH

一
九
九
七
年
判
決
は
、
契
約
締
結
後
の
予
測
可
能
性
に
も
言
及
し
て
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い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
判
例
に
お
い
て
は
、
や
は
り
契
約
締
結
時
に
お
け
る
予
測
可
能
性
の
た
め
の
条
項
具
体
化
が
重
視
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
を
要
求
す
る
判
例
に
お
い
て
は
、
変
更
原
因
だ
け
で
な
く
、
変
更
対
象
の
特
定
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。
あ
る
学
説
は
、
変
更
対
象
と
な
り
う
る
条
項
の
具
体
化
に
は
、
い
か
な
る
点
で
不
利
益
変
更
が
あ
り
う
る
の
か
相
手
方
が

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
で
、「
警
告
機
能
」
が
あ
る
と
す
る
。
判
例
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
領
域
的
に
変
更

対
象
と
な
る
約
款
の
部
分
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

2　

そ
の
他
の
契
約
変
更
条
項
に
対
す
る
具
体
化
の
要
請
と
の
比
較

　

同
様
の
趣
旨
で
の
条
項
具
体
化
は
、
約
款
変
更
条
項
以
外
の
契
約
変
更
条
項
に
対
し
て
も
、
判
例
に
お
い
て
し
ば
し
ば
要
求
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
ず
、
給
付
変
更
条
項
に
つ
い
て
、
判
例
は
、
ど
の
よ
う
な
給
付
変
更
が
あ
り
う
る
の
か
に
関
し
て
少
な
く
と
も
一
定
程
度
の
計
算

可
能
性
が
相
手
方
に
保
障
さ
れ
る
よ
う
、
条
項
を
要
件
・
効
果
に
お
い
て
具
体
的
に
形
成
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
前
掲BGH

二
〇
〇
七
年
判
決
は
、
給
付
記
述
の
変
更
留
保
に
つ
い
て
、
一
方
的
給
付
変
更
権
を
正
当
化
す
る
事
由
を
条

項
に
列
挙
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
変
更
要
件
の
規
定
を
欠
い
て
い
た
当
該
条
項
を
、
相
手
方
に
予
測
可
能
性
を
与
え
な
い
も
の
と
し
て
、

無
効
と
し
て
い
る
。
ま
た
、BGH

第
一
一
民
事
部
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
判
決
（N

JW
-RR 2009, 1641

）
は
、
金
オ
プ
シ
ョ
ン

証
券
の
発
行
約
款
に
含
ま
れ
て
い
た
、
明
白
な
錯
誤
が
あ
る
場
合
に
約
款
を
変
更
し
う
る
旨
の
条
項
─
─
発
行
銀
行
の
主
た
る
給
付
の

全
内
容
・
範
囲
を
無
制
限
に
対
象
と
す
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
。
─
─
を
無
効
と
し
た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
前
述
の
要
求
に
照
ら
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

し
、
当
該
条
項
が
許
容
さ
れ
る
変
更
を
内
容
的
・
対
象
的
に
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
も
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

次
に
、
価
格
変
更
条
項
に
つ
い
て
も
、
具
体
化
の
要
請
は
、
長
い
判
例
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。
既
に
一
九
八
〇
年
代
の
初
頭
に
お

い
て
、BGH

第
八
民
事
部
一
九
八
〇
年
六
月
一
一
日
判
決
（N

JW
 1980, 2518

）
が
、「
価
格
引
上
げ
条
項
の
有
効
性
に
と
っ
て
決
定

的
な
の
は
、
買
主
が
、
い
か
な
る
範
囲
で
価
格
引
上
げ
が
自
ら
に
降
り
か
か
る
の
か
、
既
に
契
約
締
結
に
際
し
て
条
項
の
表
現
か
ら
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
現
に
行
わ
れ
た
価
格
引
上
げ
の
正
当
性
を
授
権
条
項
に
照
ら
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
、
雑
誌
定
期
購
読
契
約
に
お
け
る
無
制
限
の
価
格
変
更
条
項
を
、A

GBG

九
条
に
基
づ
い
て
無
効
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
後
段
に
お
い
て
後
述
の
検
査
可
能
性
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
段
に
お
い
て
契
約
締
結
時
の
透
明
性
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
要
求
は
、
そ
の
後
も
多
数
の
最
上
級
審
裁
判
例
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
約
款
変
更
条
項
の
具
体
化
を
要
求
す
る
判
例
は
、
給
付
変
更
条
項
や
価
格
変
更
条
項
と
い
っ
た
そ
の
他
の
契

約
変
更
条
項
に
関
す
る
判
例
と
平
仄
の
合
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
形
式
的
有
効
要
件
の
問
題
に
お
い
て
、
約
款
変
更

条
項
は
、
約
款
を
対
象
と
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
変
更
条
項
と
異
な
る
扱
い
を
受
け
て
は
い
な
い
。

　

3　

判
例
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方

　
　

⑴　

契
約
締
結
判
断
の
た
め
の
情
報
提
供

　

約
款
変
更
条
項
の
具
体
化
を
要
求
す
る
判
例
は
、
第
一
に
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
透
明
性
の
要
請
の
目
的
と
し
て
一
般
的
に
説
か

れ
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
透
明
性
の
要
請
の
目
的
は
、
契
約

締
結
に
結
び
つ
い
た
権
利
義
務
に
つ
い
て
正
し
く
・
見
通
し
よ
く
情
報
提
供
が
さ
れ
る
こ
と
で
、
相
手
方
の
実
質
的
な
決
定
を
可
能
に

し
、
も
っ
て
市
場
競
争
が
機
能
す
る
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
に
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
趣
旨
で
の
透
明
性
の
要
請
は
、
と
り
わ
け
価
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格
透
明
性
の
問
題
と
し
て
、
価
格
関
連
条
項
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
透
明
性
の
要
請
違
反
を
理
由
に
条
項
を
無
効

と
す
る
処
理
の
端
緒
と
な
っ
た
判
例
も
、
銀
行
の
対
価
に
関
連
す
る
条
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
期
の
判
例
の
一
つ
は
、
次

の
よ
う
に
説
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ま
さ
に
顧
客
に
不
利
益
と
な
る
価
格
付
随
合
意
に
お
い
て
、
透
明
性
の
要
請
に
は
特
別
な

意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
…
…
法
律
（A

GBG

〔
筆
者
注
〕）
は
、
顧
客
が
価
格
合
意
に
特
別
な
注
意
を
払
い
、
相
当
な
市
場
適
正
価
格

に
対
す
る
自
己
の
利
益
を
自
ら
守
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
顧
客
に
と
っ
て
こ
の
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
契
約

内
容
が
顧
客
に
対
し
価
格
の
種
類
と
額
に
つ
い
て
完
全
か
つ
正
し
い
像
を
伝
え
、
顧
客
に
市
場
に
お
け
る
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
る
場

合
だ
け
で
あ
る
。
追
加
的
な
負
担
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
実
効
価
格
を
も
た
ら
す
価
格
付
随
合
意
が
約
款
に
お
い
て
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、

顧
客
が
そ
の
意
義
を
誤
解
せ
ず
、
で
き
る
限
り
容
易
に
、
か
つ
追
加
の
説
明
な
し
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
約
款
の
形
式
的

な
構
成
に
お
い
て
高
度
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
の
み
、
顧
客
は
、
自
ら
の
交
渉
可
能
性
と
市
場
機
会
を
適

切
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
価
格
変
更
条
項
に
つ
い
て
契
約
締
結
時
の
予
測
可
能
性
が
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
よ

う
な
判
例
の
文
脈
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
具
体
化
の
要
請
を
説
く
見
解
は
、
約
款
変
更
条
項
に
関
す
る
学
説
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

判
例
と
同
様
の
見
解
を
示
す
保
険
法
学
説
は
、
保
険
契
約
者
は
、
可
能
な
変
更
が
一
義
的
に
認
識
可
能
な
場
合
に
の
み
、
変
更
留
保
か

ら
生
じ
る
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
。
ま
た
、
他
の
保
険
法
学
説
に
よ
れ
ば
、
相

手
方
は
、
契
約
そ
の
も
の
の
締
結
判
断
を
、
特
定
の
契
約
要
素
が
確
実
に
存
続
す
る
こ
と
に
係
ら
し
め
よ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
相
手
方
が
自
ら
法
律
家
の
助
力
な
し
に
変
更
可
能
な
部
分
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
部
分
を
精
確
に
挙
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
　
　

⑵　

私
的
自
治
の
放
棄
の
限
界

　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
の
重
視
、
と
り
わ
け
変
更
対
象
の
具
体
化
の
要
請
は
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
可
能
性
の
箇

所
（
第
一
節
二
2
⑴
）
で
取
り
上
げ
た
、
約
款
変
更
の
留
保
を
お
よ
そ
認
め
な
い
適
用
否
定
説
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
か
ら
も
、
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
説
に
お
い
て
は
、
私
的
自
治
の
原
則
に
鑑
み
て
、
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
約
款
の
一
方
的
変
更
権
限
を
契
約

の
一
方
当
事
者
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
逆
に
い
う
と
、
相
手
方
は
、
特
定
の
範
囲
に
つ
い
て
な

ら
ば
、
自
ら
の
法
的
地
位
（
の
不
利
益
変
更
）
を
約
款
使
用
者
の
変
更
権
限
に
委
ね
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
理
由
か
ら
、
約
款
の
特
定
さ
れ
た
一
部
に
つ
い
て
で
あ
れ
ば
─
─
変
更
対
象
と
な
る
条
項
ま
た
は
領
域
を
特
定
し
た
う
え
で
あ
れ
ば

─
─
、
約
款
に
関
す
る
一
方
的
変
更
権
条
項
の
使
用
が
許
容
さ
れ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
約
款
の
内
容
が
多
様
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
約
款
使
用
者
に
よ
る
一
方
的
変
更
の
留
保
を
全
面
的

に
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。
約
款
変
更
留
保
を
お
よ
そ
認
め
な
い
見
解
が
支
持
を
広
げ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
こ
と
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

約
款
変
更
時
に
お
け
る
具
体
性
を
問
題
と
す
る
見
解

　

1　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
を
要
求
す
る
こ
と
へ
の
批
判

　

約
款
変
更
条
項
に
つ
き
契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
性
を
要
求
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
学
説
に
お
い
て
一
連
の
批
判
が
存
在
す
る
。

　

第
一
に
、
そ
の
よ
う
な
具
体
化
の
要
請
は
、
約
款
の
内
容
に
関
心
を
持
た
な
い
相
手
方
に
と
っ
て
意
味
が
な
い
、
と
の
批
判
が
あ
る
。

例
え
ば
、BGH

が
立
て
る
条
項
の
具
体
化
に
関
す
る
諸
要
求
は
、
契
約
締
結
に
際
し
て
約
款
に
立
ち
入
る
敏
感
な
顧
客
グ
ル
ー
プ
に

と
っ
て
意
味
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
経
済
的
理
由
か
ら
約
款
を
認
識
し
な
い
顧
客
に
と
っ
て
、
約
款
変
更
条
項
の
具
体
的
な
形
成
は
重

（
98
）

（阪大法学）71（5-91）　1267〔2022. 1 〕



論　　　説

要
で
な
い
、
と
い
っ
た
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
締
結
判
断
に
お
い
て
顧
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
変
更
条
項
の
射
程
を
相
手
方

に
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
競
争
上
重
要
で
あ
る
か
は
、
非
常
に
疑
わ
し
い
、
と
す
る
指
摘
も
あ
る
。

　

第
二
に
、
実
体
的
有
効
要
件
に
お
い
て
変
更
原
因
が
限
定
さ
れ
、
不
利
益
変
更
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
の

具
体
化
は
必
要
な
い
、
と
の
批
判
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
展
開
す
る
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

変
更
可
能
な
条
項
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
権
利
義
務
が
事
後
的
に
不
利
益
変
更
を
被
る
危
険
が
あ
る
か
、
契
約
を

締
結
す
る
相
手
方
に
と
っ
て
明
確
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
約
款
中
の
重
要
な
条
項
の
変
更
可
能
性
に
つ
い
て
警
告
機
能
を
有
す

る
。
全
て
の
条
項
を
変
更
対
象
と
す
る
一
般
的
な
変
更
留
保
は
、
こ
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
約
款
変
更
が
、
等
価

性
障
害
の
存
在
を
要
件
と
し
、
従
来
の
等
価
関
係
の
回
復
に
必
要
な
限
度
で
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
不
利
益
変
更
を
被
る
危
険
が
な
い
の

だ
か
ら
、
変
更
可
能
条
項
の
列
挙
に
よ
る
警
告
は
、
必
要
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
変
更
可
能
な
条
項
の
具
体
化
の
要
請
に
は
、

実
質
的
な
理
由
が
な
い
、
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
種
類
の
条
項
、
ど
れ
だ
け
の
数
の
条
項
を
変
更
留
保
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
基
準
が
存
在
し
な
い
、
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
批
判
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
透
明
性
の
要
請
一
般
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
批
判
と
、
基
本
的
に
共
通
す
る
も
の

で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
相
手
方
が
、
取
引
費
用
の
問
題
ゆ
え
に
、
契
約
締
結
に
際
し
て
約
款
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
知
ろ
う
と
し
な

い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
約
款
の
不
透
明
性
や
市
場
競
争
の
機
能
不
全
が
内
容
規
制
の
正
当
化
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、

内
容
規
制
と
契
約
締
結
時
の
透
明
性
の
要
請
と
は
両
立
し
な
い
こ
と
は
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
透
明
性
を
要
求
す
る
判
例
を
批
判
し
、

契
約
実
行
過
程
に
お
け
る
透
明
性
を
唱
導
す
る
論
者
に
よ
っ
て
も
、
主
張
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
契
約
締
結
時
の
透
明

性
は
内
容
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
価
格
や
給
付
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
近
い
条
項
で
あ
る
ほ
ど
既
に
契
約

締
結
に
先
立
っ
て
透
明
性
が
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
同
論
者
に
よ
る
指
摘
も
、
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
約
款
変
更
条
項
に
お
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

い
て
は
、
付
随
的
条
項
を
も
対
象
と
す
る
変
更
条
項
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
条
項
に
対
す
る
具
体
化
の
要
請
に
つ
い
て

は
、
給
付
変
更
条
項
や
価
格
変
更
条
項
と
同
列
に
語
り
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

2　

相
手
方
に
よ
る
検
査
可
能
性
の
確
保

　

こ
れ
ら
の
批
判
を
展
開
す
る
論
者
は
、
相
手
方
の
検
査
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
約
款
変
更
条
項
の
具
体
化
の
要
請
を
基
礎
づ
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
個
別
の
約
款
変
更
に
際
し
て
、
相
手
方
は
、
当
該
変
更
の
正
当
性
を
変
更
条
項
に
照
ら
し
て
検
査
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
変
更
条
項
に
お
い
て
変
更
要
件
を
具
体
的
に
規
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
す
る
。
ま
た
、

約
款
使
用
者
の
自
己
拘
束
に
よ
り
不
当
な
裁
量
を
妨
げ
、
相
手
方
の
法
的
地
位
を
保
障
す
る
こ
と
も
、
合
わ
せ
て
変
更
条
項
の
具
体
化

の
機
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
相
手
方
の
検
査
可
能
性
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
変
更
対
象
の
具
体
化
よ
り
も
、
変
更
原
因
の
具
体
化
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
こ
の
観
点
か
ら
の
具
体
化
の
要
請
は
、
特
に
変
更
原
因
の
具
体
化
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

あ
る
論
者
は
、
約
款
使
用
者
が
実
際
に
挙
示
さ
れ
た
原
因
に
基
づ
い
て
変
更
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
に
自
ら
の
契

約
上
の
地
位
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
相
手
方
が
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
変
更
原
因
の
具
体
化

が
要
請
さ
れ
う
る
と
す
る
。
他
方
で
、
前
述
の
不
利
益
変
更
の
可
能
性
に
対
す
る
警
告
機
能
を
説
く
見
解
が
示
す
よ
う
に
、
契
約
締
結

時
に
お
け
る
透
明
性
の
要
請
に
対
す
る
批
判
は
、
と
り
わ
け
変
更
対
象
の
具
体
化
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
契
約
締
結

時
に
お
け
る
透
明
性
と
変
更
時
の
そ
れ
の
両
方
を
論
じ
て
い
る
論
者
に
お
い
て
も
、
前
者
が
変
更
対
象
の
具
体
化
に
つ
い
て
説
か
れ
る

一
方
、
後
者
の
観
点
は
、
変
更
原
因
の
具
体
化
に
つ
い
て
よ
り
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
約
款
変
更
条
項
の
構
成
要
素
ご

と
に
具
体
化
が
要
求
さ
れ
る
理
由
や
要
求
さ
れ
る
程
度
を
考
察
し
て
い
る
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
変
更
対
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論　　　説

象
の
具
体
化
に
つ
い
て
、
相
手
方
は
、
契
約
締
結
に
際
し
て
、
い
か
な
る
契
約
要
素
が
固
定
的
で
あ
り
、
ど
の
範
囲
で
変
更
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
知
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
相
手
方
は
、
契
約
そ
の
も
の
の
締
結
判
断
を
、

特
定
の
契
約
要
素
が
確
実
に
存
続
す
る
こ
と
に
係
ら
し
め
よ
う
と
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
相
手
方
が
自
ら
、
法

律
家
の
助
力
な
し
に
変
更
可
能
な
部
分
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
部
分
を
精
確
に
挙
示
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
変
更
原
因
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
、
変
更
対
象
の
具
体
化
と
同
様
に
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
契
約
の
経
過
が
相

手
方
に
と
っ
て
予
測
可
能
な
も
の
と
な
る
」
と
、
契
約
締
結
時
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
理
由
付
け
が
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
、
相
手
方

が
変
更
条
項
の
適
用
事
例
に
お
い
て
変
更
の
正
当
性
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
の
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
相
手
方
の
検
査
可
能
性
を
重
視
す
る
見
解
に
お
い
て
は
、
条
項
の
具
体
性
が
、
わ
か
り
や
す
さ
よ
り
も
優
先
さ
れ
て
い
る
。

透
明
性
の
要
請
に
は
、
条
項
内
容
の
具
体
化
・
確
定
性
の
要
請
だ
け
で
な
く
、
条
項
が
相
手
方
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る

こ
と
の
要
請
も
含
ま
れ
て
い
る
。
変
更
条
項
を
よ
り
具
体
的
に
定
式
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
条
項
が
複
雑
化

し
、
相
手
方
に
と
っ
て
却
っ
て
わ
か
り
に
く
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
要
請
は
、
緊
張
関
係
に
立
つ
。
こ
の

と
き
原
則
と
し
て
、
条
項
の
わ
か
り
や
す
さ
を
犠
牲
に
し
て
も
、
確
定
性
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
わ
か
り
や
す
さ
の
欠
如
は
、
約
款
変
更
の
事
前
審
査
を
行
う
独
立
監
査
人
（
後
述
）
の
導
入
や
、
相
手
方
が
法
的
助
言
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
具
体
性
の
欠
如
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
約
款
使
用
者
の
不
当
な
裁
量
の
余
地
は
、
矯
正
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
論
に
も
、
変
更
条
項
に
照
ら
し
た
実
際
の
変
更
の
検
査
可
能
性
と
い
う
思
想
が
、

色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
具
体
化
の
要
請
が
変
更
の
正
当
性
の
検
査
可
能
性
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
も
そ
も
変
更
条
項
に
お
い

て
変
更
原
因
等
を
具
体
的
に
規
定
し
て
お
か
な
く
て
も
、
個
別
の
約
款
変
更
に
際
し
て
、
変
更
通
知
に
お
い
て
正
当
な
原
因
の
存
在
を
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

明
ら
か
に
す
る
義
務
を
約
款
使
用
者
に
課
せ
ば
、
事
足
り
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
す
る
回

答
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
化
の
要
請
を
一
方
的
変
更
権
の
行
使
の
平
面
に
位
置
づ
け
る

こ
と
に
は
、
①
個
別
事
案
に
お
け
る
裁
判
上
の
権
利
行
使
規
制
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
不
十
分
な
司
法
リ
ソ
ー
ス
の
利
用
を
増
大
さ
せ

る
、
②
差
止
訴
訟
に
よ
っ
て
疑
わ
し
い
変
更
条
項
を
削
除
す
る
見
込
み
が
減
退
す
る
、
と
い
っ
た
短
所
が
あ
る
、
と
の
見
解
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
の
う
ち
、
差
止
訴
訟
の
可
能
性
の
確
保
と
い
う
観
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
個
々
の
約
款
変
更
の
正
当
性
を
相
手
方
自
身
が
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
変
更
条
項
を
具
体
的
に
規
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
と
す
る
と
、
変
更
の
適
正
さ
を
確
保
す
る
他
の
（
事
前
的
）
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
、
条
項
自
体
の
具
体
化
の

要
請
は
、
後
退
さ
せ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
発
想
が
出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
交
換
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
節
の
手
続
的

有
効
要
件
の
箇
所
で
検
討
す
る
。

四　

小
括

　

本
節
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
約
款
変
更
条
項
に
対
し
て
は
、
形
式
的
な
有
効
要
件
と
し

て
、
変
更
原
因
や
変
更
対
象
と
な
る
約
款
の
部
分
を
具
体
的
に
規
定
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
具
体
化
の
要

請
に
は
、
そ
の
趣
旨
に
関
し
て
二
種
の
見
解
が
存
在
す
る
。

　

第
一
に
、
契
約
締
結
に
際
し
て
約
款
変
更
の
予
測
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
観
点
か
ら
、
条
項
の
具

体
化
を
要
求
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
約
款
変
更
の
リ
ス
ク
を
相
手
方
の
契
約
締
結
判
断
に
組
み
入
れ
さ
せ
、
も
っ
て
市
場

競
争
が
機
能
す
る
条
件
を
作
り
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
く
具
体
化
の
要
請
に
よ
れ
ば
、
変
更
原
因
の

具
体
化
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
変
更
対
象
の
具
体
化
が
重
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
変
更
対
象
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
法
的
地

（
115
）

（阪大法学）71（5-95）　1271〔2022. 1 〕



論　　　説

位
の
変
更
を
無
制
限
に
相
手
方
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
思
想
に
よ
っ
て
も
、
正
当
化
さ
れ
う
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
の

条
項
の
具
体
化
は
、
給
付
変
更
条
項
や
価
格
変
更
条
項
に
つ
い
て
も
要
求
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
約
款
変
更
条
項
に
つ
い
て
契
約

締
結
時
の
具
体
性
を
重
視
す
る
見
解
（
判
例
）
は
、
給
付
・
価
格
と
約
款
と
い
う
変
更
対
象
の
違
い
を
重
視
し
て
い
な
い
、
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
給
付
や
価
格
に
関
連
す
る
約
款
条
項
の
変
更
留
保
に
は
よ
く
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
が
、
付
随
的
条
項
の
変
更

留
保
に
は
妥
当
し
に
く
い
。

　

第
二
に
、
実
際
の
約
款
変
更
に
際
し
て
変
更
条
項
が
具
体
的
で
あ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
、
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ

れ
ば
、
相
手
方
が
現
に
行
わ
れ
た
変
更
の
適
正
さ
を
変
更
条
項
に
照
ら
し
て
自
ら
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
変
更
条
項
が
具

体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
実
体
的
有
効
要
件
た
る
変
更
原
因
の
具
体
化
が
重
視
さ
れ
る
。
ま

た
、
条
項
の
具
体
性
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
約
款
変
更
条
項
の
具
体
化
を
要
請
す
る
見

解
は
、
給
付
変
更
や
価
格
変
更
と
約
款
変
更
の
違
い
を
意
識
し
、
相
手
方
の
関
心
の
対
象
と
な
ら
ず
、
そ
の
契
約
締
結
判
断
に
お
い
て

考
慮
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
、
約
款
の
基
本
的
な
性
格
を
重
視
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
付
随
的
条
項

の
変
更
留
保
に
も
当
て
は
ま
る
。

拙
稿
「
無
効
な
約
款
条
項
の
変
更
（
一
）
～
（
三
・
完
）」
阪
法
六
八
巻
一
号
一
〇
七
頁
・
二
号
二
七
頁
・
三
号
一
〇
九
頁
（
二
〇
一
八

年
）
を
参
照
。

拙
稿
「
約
款
変
更
論
に
関
す
る
覚
書
」
阪
法
六
九
巻
三
＝
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
三
一
七
頁
を
参
照
。

拙
稿
「
合
意
に
よ
る
約
款
の
変
更
（
一
）・（
二
・
完
））」
阪
法
七
〇
巻
五
号
五
五
頁
・
六
号
一
九
頁
（
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
お
よ
び
（
2
）
で
は
両
方
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
基
本
構
想
は
、
本
稿
に
至
る
ま
で
変
わ
ら

な
い
。部

会
資
料
81
Ｂ
・
一
二
頁
に
お
い
て
は
、「
定
型
条
項
に
お
い
て
、
条
項
準
備
者
が
定
型
条
項
の
変
更
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
に
相

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

手
方
と
合
意
を
す
る
こ
と
な
く
、
契
約
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
に
限
（
り
）」、
個
別
相
手
方
と
の
合
意

に
よ
ら
な
い
変
更
を
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
約
款
変
更
条
項
の
存
在
を
変
更
要
件
と
す
る
一
元
的
な
提
案
が

さ
れ
る
前
段
階
に
お
い
て
、
変
更
条
項
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
一
定
の
要
件
の
も
と
で
変
更
を
認
め
つ
つ
、
変
更
条
項
が
あ
る
場
合
に
は
よ

り
緩
和
さ
れ
た
要
件
の
下
で
約
款
変
更
の
可
能
性
を
認
め
る
提
案
が
さ
れ
て
い
た
（
部
会
資
料
75
Ｂ
・
一
四
頁
は
、
変
更
条
項
が
な
い
場
合
に

つ
い
て
、
相
手
方
が
多
数
ま
た
は
不
特
定
で
あ
り
、
全
て
の
相
手
方
か
ら
変
更
に
つ
い
て
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
に

限
っ
て
、
さ
ら
に
変
更
の
必
要
性
等
の
要
件
の
も
と
で
変
更
を
認
め
る
一
方
、
変
更
条
項
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
変
更
後
の
内
容
が
相
当

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
変
更
条
項
が
な
い
場
合
の
要
件
を
問
題
に
し
な
い
規
律
を
提
案
し
て
い
た
。
ま
た
、
つ
づ
く
部
会
資
料
77
Ｂ
・
一
四
頁
に

お
い
て
も
、
変
更
条
項
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方
か
ら
個
別
に
同
意
を
得
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
は
変
更
を
認
め
る
が
、

変
更
条
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
別
合
意
の
困
難
性
を
問
題
と
し
な
い
規
律
が
提
案
さ
れ
た
。）。
こ
の
よ
う
な
提
案
も
、
約
款
変
更
条
項
が
あ

る
場
合
に
は
、
特
に
そ
の
条
項
を
根
拠
と
し
て
変
更
が
正
当
化
さ
れ
る
と
の
理
解
に
立
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
森
田
修
『「
債
権

法
改
正
」
の
文
脈
─
─
新
旧
両
規
定
の
架
橋
の
た
め
に
』
有
斐
閣
（
二
〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇
一
六
年
）
一
四
一
頁
は
、
約
款
変
更
条
項
の
挿

入
に
拘
泥
す
る
諸
提
案
の
動
機
に
つ
い
て
、「〈
約
款
の
一
方
的
変
更
は
契
約
法
理
の
原
則
に
照
ら
す
と
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
〉
と
い
う
審
議

に
お
け
る
共
通
認
識
を
踏
ま
え
た
、
一
種
の
理
論
的
な
躊
躇
い
お
よ
び
そ
の
正
当
化
根
拠
の
供
給
と
い
う
動
機
に
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」

と
考
察
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
約
款
変
更
条
項
の
定
め
を
変
更
の
要
件
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
相
手
方
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
変
更
で
す
ら
変
更
条

項
を
要
件
と
す
る
の
は
硬
直
的
す
ぎ
る
（
第
九
三
回
議
事
録
一
五
頁
〔
神
作
幹
事
〕、
同
二
一
頁
〔
山
下
委
員
〕、
第
九
六
回
議
事
録
三
五
頁

〔
佐
成
委
員
〕）、
変
更
条
項
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
変
更
を
認
め
る
規
律
こ
そ
が
本
筋
で
は
な
い
か
（
第
九
三
回
議
事
録
一
七
頁
〔
沖
野
幹

事
〕）、
と
い
っ
た
批
判
が
出
さ
れ
た
一
方
、
変
更
条
項
が
不
当
条
項
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
義
も
呈
さ
れ
（
第
九
三
回
議
事
録
二

〇
頁
〔
山
下
委
員
〕、
同
二
四
頁
〔
山
本
（
敬
）
幹
事
〕、
第
九
六
回
議
事
録
四
六
頁
〔
山
本
（
敬
）
幹
事
〕）、
最
終
的
に
、
変
更
条
項
の
存
在

は
、
変
更
の
合
理
性
判
断
の
一
要
素
に
留
め
ら
れ
た
。

拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
一
）
一
一
九
頁
以
下
で
取
り
上
げ
た
保
険
契
約
法
（V

V
G

）
一
六
四
条
の
よ
う
に
、
個
別
契
約
類
型
に
関
す
る

約
款
変
更
規
定
は
存
在
す
る
。

東
京
高
判
平
成
三
〇
年
一
一
月
二
八
日
判
時
二
四
二
五
号
二
〇
頁
お
よ
び
そ
の
原
審
で
あ
る
東
京
地
判
平
成
三
〇
年
四
月
一
九
日
判
時
二

（
6
）

（
7
）
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四
二
五
号
二
六
頁
を
参
照
。

BGB

三
〇
七
条　

一
般
条
項

⑴　

約
款
に
お
け
る
規
定
は
、
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方
に
、
信
義
誠
実
の
要
請
に
反
し
て
、
不
相
当
な
不
利
益
を
与
え
る
場
合
に
、
無

効
で
あ
る
。
不
相
当
な
不
利
益
は
、
約
款
規
定
が
明
確
か
つ
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
も
、
生
じ
う
る
（
第
二
文
は
、A

GBG
九
条
に
は
な
い
〔
筆
者
注
〕。）。

⑵　

不
相
当
な
不
利
益
は
、
疑
わ
し
い
な
ら
ば
、
次
の
各
場
合
に
も
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
．
約
款
規
定
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
逸
脱
さ
れ
る
法
律
上
の
規
律
の
本
質
的
基
本
思
想
に
合
致
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
、

2
．
契
約
の
本
性
か
ら
生
じ
る
本
質
的
権
利
義
務
を
、
契
約
目
的
の
達
成
を
危
殆
化
す
る
ほ
ど
に
制
限
す
る
場
合
。

⑶　

略

BGB

三
〇
八
条　

評
価
の
余
地
の
あ
る
禁
止
条
項

普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
次
の
も
の
は
無
効
で
あ
る
。

4
．（
変
更
の
留
保
）

約
束
さ
れ
た
給
付
を
変
更
し
、
ま
た
は
、
こ
れ
と
異
な
る
給
付
を
な
す
権
利
を
約
款
使
用
者
に
認
め
る
合
意
。
た
だ
し
、
給
付
の
変
更
や
異

な
る
給
付
を
な
す
合
意
が
、
約
款
使
用
者
の
利
益
を
顧
慮
し
て
、
契
約
相
手
方
に
と
っ
て
期
待
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

BGB

三
一
〇
条　

適
用
範
囲

⑴　

第
三
〇
五
条
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
、
第
三
〇
八
条
第
一
号
、
第
二
号
な
い
し
第
八
号
お
よ
び
第
三
〇
九
条
は
、
事
業
者
、
公
法
上
の

法
人
ま
た
は
公
法
上
の
特
別
財
産
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
普
通
取
引
約
款
に
は
、
適
用
し
な
い
。
第
三
〇
七
条
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
は
、
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
〇
八
条
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
な
い
し
第
八
号
な
ら
び
に
第
三
〇
九
条
に
列
挙
さ
れ
た
契
約
条
項
の
無
効
を
も
た
ら

す
と
き
に
も
、
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
パ
ッ
ク
旅
行
契
約
に
つ
い
て
は
、BGB

六
五
一
ｆ
条
お
よ
び
六
五
一
ｇ
条
が
価
格
変
更
留
保
お
よ
び
給
付
変
更
留
保
に
関
す
る

規
定
を
置
い
て
お
り
、BGB

三
〇
八
条
四
号
（
お
よ
び
同
三
〇
九
条
一
号
）
は
適
用
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（BGB

六
五
一
ｆ
条
三

項
）。後

掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
は
、A

GBG

一
〇
条
四
号
の
禁
止
は
約
款
使
用
者
が
超
え
て
は
な
ら
な
い
最
外
延
の
限
界
を
定
め
る
の
み

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

で
あ
り
、
そ
の
他
の
理
由
か
ら
さ
ら
な
る
制
約
を
課
さ
れ
る
こ
と
を
排
除
し
な
い
、
と
す
る
。
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参
照
。

M
atusche-Beckm

ann, a. a. O
., (A

nm
. 14), 114; Baum

ann, a. a. O
., (A

nm
. 14), 883; Christian A

rm
brüster, in: Prölss/

M
artin V

V
G (31. A

uflage, 2021), Einleitung Rn. 47f.
Freund, a. a. O

., (A
nm

. 14), 144; Eckelt, a. a. O
., (A

nm
. 14), 89, 199 A

nm
. 175.

Jens D
am

m
ann, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, A
GB-Recht (7. A

uflage, 2020), § 308 N
r. 4 Rn. 7ff.; H

arry Schm
idt, in: 

U
lm

er/Brandner/H
ensen, A

GB-Recht (12. A
uflage, 2016), § 308 N

r. 4 Rn. 4

な
ど
を
参
照
。

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 140.

Eckelt, a. a. O
., (A

nm
. 14), 199.

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 144.

Bartm
uß, a. a. O

., (A
nm

. 14), 161

も
、BGB

三
〇
八
条
四
号
が
約
款
変
更
条
項
の
原
則
的
な
許
容
性
を
示
唆
す
る
と
の
理
解
を
示
す
。

N
orbert H

orn, in: W
olf/H

orn/Lindacher, A
GBG (4. A

uflage, 1999), § 23 Rn. 459; ders., N
JW

 1985, 1118, 1123.
BGB

三
一
五
条　

一
方
の
契
約
当
事
者
に
よ
る
給
付
の
確
定

⑴　

給
付
が
契
約
当
事
者
の
一
方
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
衡
平
な
裁
量
に
基

づ
い
て
確
定
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

⑵　

給
付
の
確
定
は
、
他
方
の
契
約
当
事
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
行
う
。

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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論　　　説

⑶　

給
付
の
確
定
が
衡
平
な
裁
量
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
場
合
に
は
、
確
定
が
衡
平
に
適
う
と
き
に
限
り
、
他
方
の
契
約
当
事
者
を
拘

束
す
る
。
給
付
の
確
定
が
衡
平
に
反
す
る
と
き
は
、
判
決
に
よ
っ
て
給
付
を
確
定
す
る
。
確
定
が
遅
延
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

N
orbert H

orn, Globalbürgschaft und Bestim
m

theitsgrundsatz, in: FS für Franz M
erz (1992), 217, 224f. 

も
参
照
。

も
っ
と
も
、
論
者
は
、BGB

三
〇
八
条
四
号
に
お
け
る
「
給
付
」
を
主
た
る
給
付
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
適
用

肯
定
説
の
論
者
と
同
様
、
主
た
る
給
付
義
務
と
付
随
義
務
の
両
方
、
ま
た
、
履
行
場
所
・
履
行
期
・
危
険
負
担
な
ど
の
給
付
態
様
も
含
む
も
の

と
解
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
約
款
条
項
を
変
更
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
の
同
意
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
同
意
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
本
見
解

の
論
者
は
、
か
つ
て
同
意
擬
制
の
可
能
性
を
否
定
し
（
拙
稿
・
前
掲
注
（
3
）（
二
）
二
四
頁
以
下
を
参
照
。）、
再
交
渉
の
必
要
性
を
指
摘
し

て
い
た
（H

orn, a. a. O
., (A

nm
. 22), 1123

）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
に
改
説
し
、
同
意
擬
制
条
項
の
活
用
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
無
効
条
項
の
変
更
な
ど
相
手
方
の
地
位
を
著
し
く
改
善
す
る
変
更
を
除
き
、
無
制
限
の
変
更
留
保
は
許

さ
れ
な
い
、
と
し
て
い
る
（H

orn, in: W
olf/H

orn/Lindacher, a. a. O
., (A

nm
. 22), § 23 Rn. 459

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
相
手
方
の
給
付
が
問
題
と
な
る
限
り
で
は
、A

GBG

九
条
を
規
制
規
範
と
し
て
い
る
。

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 145
は
、
こ
の
判
例
（
お
よ
び
そ
の
原
審
・
原
々
審
）
を
適
用
肯
定
説
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

本
文
に
お
い
て
紹
介
す
るBGH

一
九
九
九
年
判
決
お
よ
び
同
二
〇
〇
七
年
判
決
の
他
に
、
後
掲BGH

 

一
九
九
七
年
判
決
も
参
照
。

本
判
決
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
条
項
は
、
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

「
⑴　

保
険
者
は
、

　

─
保
険
契
約
の
諸
規
定
が
依
拠
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た
場
合
、

　

─
最
上
級
審
判
例
ま
た
は
連
邦
保
険
監
督
庁
も
し
く
は
カ
ル
テ
ル
庁
の
行
政
実
務
に
、
直
接
的
に
保
険
契
約
に
関
す
る
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

　

─
条
項
が
無
効
の
場
合
、
な
ら
び
に

　

─
カ
ル
テ
ル
庁
ま
た
は
監
督
庁
の
異
議
を
回
避
す
る
た
め
に
、

個
別
条
項
を
既
存
契
約
に
つ
い
て
の
効
力
を
伴
っ
て
補
充
し
、
ま
た
は
代
替
す
る
権
限
を
有
す
る
。
新
た
な
条
項
は
、
代
替
さ
れ
た
条
項
に
法

的
か
つ
経
済
的
に
で
き
る
だ
け
合
致
す
る
も
の
と
す
る
。
新
た
な
条
項
は
、
被
保
険
者
を
、
従
来
の
解
釈
を
顧
慮
し
た
と
し
て
も
、
法
的
か
つ

経
済
的
な
観
点
に
お
い
て
期
待
不
可
能
な
程
度
に
不
利
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

「
⑵　

変
更
さ
れ
た
条
項
は
、
保
険
契
約
者
に
対
し
て
書
面
に
よ
っ
て
通
知
さ
れ
説
明
さ
れ
る
。
保
険
契
約
者
が
通
知
後
一
か
月
内
に
書
面
に

よ
っ
て
異
議
を
述
べ
な
い
場
合
に
は
、
変
更
さ
れ
た
条
項
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
す
。
保
険
契
約
者
は
、
通
知
に
際
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘

さ
れ
る
。
期
間
遵
守
の
た
め
に
、
発
信
で
足
り
る
。
適
時
に
異
議
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
契
約
は
、
従
来
の
条
項
を
伴
っ
て
継
続
す
る
。」

　
BGH

は
、
本
文
に
挙
げ
た
二
つ
の
場
合
を
超
え
て
、
保
険
契
約
者
の
地
位
を
契
約
締
結
時
よ
り
も
不
利
に
変
更
す
る
権
利
を
留
保
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
条
項
を
無
効
と
評
価
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
項
は
、
第
二
項
が
示
す
と
お
り
、
相
手
方
に
異
議
を
述
べ
る
可
能
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
意
擬
制
条
項
と
性
質
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
、
保
険
者
の
権
限
を
定
め
る
部
分
と
相
手
方
の
異
議
可
能
性
を
定
め
る
部

分
を
切
り
離
し
て
評
価
し
て
お
り
、
ま
た
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
者
の
部
分
を
独
自
に
無
効
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
本
判
決
は
、
一

方
的
変
更
権
条
項
に
つ
い
て
の
判
断
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
条
項
の
文
言
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

「
Ｔ
株
式
会
社
（
約
款
使
用
者
〔
筆
者
注
〕）
は
、
顧
客
に
と
っ
て
期
待
可
能
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
約
款
ま
た
は
そ
の
時
の
給
付

記
述
・
価
格
リ
ス
ト
・
特
別
合
意
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
告
示
の
内
容
を
変
更
す
る
権
利
を
有
す
る
。」

も
っ
と
も
、
注
（
12
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
つ
づ
け
て
、A

GBG

一
〇
条
四
号
が
同
九
条
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
も

述
べ
て
い
る
。

BGH

第
一
一
民
事
部
二
〇
〇
四
年
二
月
一
七
日
判
決
（BGH

Z 158, 149

）、BGH

第
三
民
事
部
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
五
日
判
決

（N
JW

 2008, 360

）、D
am

m
ann, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 49; Schm
idt, in: U

lm
er/

Brandner/H
ensen, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 9

な
ど
を
参
照
。

な
お
、Baum

ann, a. a. O
., (A

nm
. 14), 883

は
、A

GBG
一
〇
条
四
号
に
い
う
期
待
可
能
性
と
同
九
条
の
不
相
当
な
不
利
益
と
を
、
実

質
的
に
も
異
な
る
基
準
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
注
（
13
）
に
挙
げ
た
諸
文
献
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
規
定
を
適
用
し
て
も
実

質
的
な
利
益
衡
量
の
あ
り
方
は
異
な
ら
な
い
、
と
す
る
見
解
が
強
い
。

BGB

三
〇
八
条　

評
価
の
余
地
の
あ
る
禁
止
条
項

　

普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
次
の
も
の
は
無
効
で
あ
る
。

3
．（
解
除
の
留
保
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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論　　　説

　

実
質
的
に
正
当
で
あ
り
、
か
つ
契
約
に
お
い
て
明
示
さ
れ
た
理
由
な
し
に
、
自
己
の
給
付
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
権
利
を
約
款
使
用
者
に
認

め
る
合
意
。
た
だ
し
、
継
続
的
債
務
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

政
府
草
案
理
由
書
（BT

-D
rucks. 7/3919, 25f.

）
を
参
照
。

H
orn, in: W

olf/H
orn/Lindacher, a. a. O

., (A
nm

. 22), § 23 Rn. 459 

も
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

注
（
16
）
を
参
照
。

も
っ
と
も
、A

GBG

の
政
府
草
案
は
、
実
際
に
制
定
さ
れ
たA

GBG

一
〇
条
四
号
お
よ
び
現BGB

三
〇
八
条
四
号
と
異
な
り
、
期
待
不

可
能
性
の
主
張
立
証
責
任
を
相
手
方
に
配
分
す
る
規
定
を
提
案
し
て
い
た
（BT

-D
rucks. 7/3919, 5

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
政
府
草
案
に
先
立

つ
連
邦
司
法
相
の
作
業
グ
ル
ー
プ
の
第
一
部
分
報
告
書
（V

orschläge zur V
erbesserung des Schutzes der V

erbraucher gegenüber 
A

llgem
einen Geschäftsbedingungen: Erster T

eilbericht der A
rbeitsgruppe beim

 Bundesm
inister der Justiz, 1974, 27, 

60ff. 

邦
訳
と
し
て
、
北
川
善
太
郎
＝
安
永
正
昭
「
約
款
に
対
す
る
消
費
者
保
護
の
改
善
に
つ
い
て
の
提
案
─
連
邦
司
法
大
臣
の
作
業
グ
ル
ー

プ
の
第
一
部
分
報
告
書
（
一
九
七
四
年
三
月
）
試
訳
─
（
一
）
～
（
三
）」
民
商
七
三
巻
一
号
一
二
八
頁
・
三
号
一
一
一
頁
・
六
号
一
〇
八
頁

（
一
九
七
五
～
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。）
や
参
事
官
草
案
（D

B Beilage 18/1974, 2, 12

）
は
、
約
款
使
用
者
に
主
張
立
証
責
任
を
負
わ
せ

る
提
案
を
し
て
い
た
。
政
府
草
案
に
対
す
る
連
邦
参
議
院
の
態
度
表
明
が
後
者
を
支
持
し
（BT

-D
rucks. 7/3919, 49

）、
さ
ら
に
連
邦
議
会

法
律
委
員
会
報
告
書
（BT
-D

rucks. 7/5412, 5; 7/5422, 7

）
が
こ
れ
に
与
し
た
た
め
に
、
現
行
の
規
定
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、Babette Reim

ann, „Bedingungsanpassungsklauseln in V
ersicherungsverträgen

“, 2007, 111ff. 

は
、
本
文
に

述
べ
た
よ
う
なBGB

三
〇
八
条
四
号
の
趣
旨
に
鑑
み
て
、
同
号
は
無
制
限
の
給
付
変
更
留
保
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
規
定
で
あ
り
、
予
め
具
体

的
な
変
更
原
因
を
明
示
し
て
い
る
約
款
変
更
条
項
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
主
張
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
規
定
の
趣
旨
を
考
慮
す
る
点
で
は
注

目
す
べ
き
も
の
の
、
変
更
原
因
が
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
同
号
の
期
待
可
能
性
審
査
に
お
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
う
え
、
変
更
原
因
を
明

示
し
て
い
な
い
約
款
変
更
条
項
の
場
合
に
同
号
が
適
用
さ
れ
な
い
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
で
も
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

D
am

m
ann, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 6a; Schm
idt, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, 
a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 4; M

ükoBGB/W
olfgang W

urm
nest (8. A

uflage, 2019), § 308 N
r. 4 Rn. 7 

な
ど
を
参
照
。
こ

の
解
釈
は
、
労
働
契
約
に
お
け
る
配
置
換
条
項
の
有
効
性
に
か
か
るBA

G

の
判
例
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。BA

G

第
九
部
二
〇
〇
六

年
四
月
一
一
日
判
決
（BA

GE 118, 22

）、BA
G

第
一
〇
部
二
〇
一
〇
年
八
月
二
五
日
判
決
（N

JW
 2011, 329

）
を
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
Staudinger/D

agm
ar Coester-W

altjen (2019), § 308 N
r. 4 Rn. 5; Peter Präve, „V

ersicherungbedingungen und A
GB-

Gesetz

“, 1998, Rn. 452

な
ど
は
、
相
手
方
の
給
付
に
つ
い
て
の
変
更
留
保
も
適
用
対
象
に
な
る
と
す
る
。

D
am

m
ann, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 6a.

約
款
変
更
条
項
をBGB

三
〇
七
条
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
判
例
に
対
し
、D

am
m

ann, in: W
olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., 
(A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 6; Schm
idt, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 4 

は
、
約
款
全
体
の

変
更
留
保
を
含
め
、
約
款
使
用
者
の
給
付
の
変
更
が
留
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
観
点
か
らBGB

三
〇
八
条
四
号
の
適
用
が
可
能
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
評
価
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。
少

な
く
と
も
重
畳
的
に
、BGB

三
〇
七
条
に
基
づ
く
評
価
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

BGB

三
〇
九
条　

評
価
の
余
地
の
な
い
禁
止
条
項

　

法
律
上
の
規
定
か
ら
の
逸
脱
が
許
容
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
次
の
も
の
は
無
効
で
あ
る
。

1
．（
短
期
間
の
価
格
引
上
げ
）

　

契
約
締
結
後
四
か
月
以
内
に
引
き
渡
さ
れ
る
べ
き
商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
べ
き
給
付
に
つ
い
て
、
対
価
の
引
上
げ
を
予
定
す
る
規
定
。
た

だ
し
、
継
続
的
債
務
関
係
の
枠
組
み
に
お
い
て
引
き
渡
さ
れ
る
商
品
ま
た
は
提
供
さ
れ
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

注
（
66
）
を
参
照
。

と
こ
ろ
で
、A

GBG

一
〇
条
四
号
の
立
法
過
程
を
振
り
返
る
と
、
現
行
法
の
も
と
と
な
っ
た
提
案
と
は
別
に
、
個
別
合
意
の
優
先
原
則

に
基
づ
く
一
方
的
な
給
付
変
更
の
規
制
も
提
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
目
に
入
る
。
そ
こ
で
は
、
一
方
的
な
給
付
変
更
・
履
行
期
の
変
更
・
価
格

引
上
げ
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
観
点
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
た
（CD

U
/CSU

草
案
九
条
、BT

-D
rucks. 7/3200, 4, 13f.

）。
ま
た
、
現
行
法
下
で

も
、
主
た
る
給
付
の
変
更
留
保
に
つ
い
て
は
、
個
別
合
意
の
優
先
（BGB

三
〇
五
ｂ
条
、A

GBG

四
条
）
に
よ
り
効
力
を
有
し
な
い
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（D

am
m

ann, in: W
olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 40; W

alter F. Lindacher/
W

olfgang H
au, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 305b Rn. 12f.

）。
こ
の
よ
う
な
個
別
合
意
の
優
先
に
基
づ
く
変
更

条
項
の
規
制
と
い
う
法
理
も
、
約
款
変
更
条
項
に
つ
い
て
は
妥
当
し
な
い
。

CD
U

/CSU

草
案
九
条

　

普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
、
一
方
の
契
約
当
事
者
は
、
次
に
掲
げ
る
権
利
を
一
方
的
に
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）
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論　　　説

1
．
合
意
さ
れ
た
物
の
代
わ
り
に
、
契
約
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
た
の
と
著
し
く
異
な
る
性
質
を
有
す
る
他
の
物
を
引
き
渡
す
権
利
。
合
意
さ

れ
た
給
付
の
事
後
的
な
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

2
．
合
意
さ
れ
た
引
渡
し
ま
た
は
給
付
の
時
期
を
変
更
す
る
権
利

3
．
価
格
引
上
げ
の
合
意
が
法
律
に
よ
っ
て
許
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
合
意
さ
れ
た
引
渡
し
ま
た
は
給
付
に
つ
い
て
の
価
格
を
引
き
上
げ
る

権
利

BGB
三
〇
五
ｂ
条　

個
別
合
意
の
優
先

　

個
別
的
な
契
約
合
意
は
、
普
通
取
引
約
款
に
優
先
す
る
。

BGB

三
一
三
条　

行
為
基
礎
の
障
害

⑴　

契
約
の
基
礎
と
な
っ
た
諸
事
情
が
、
契
約
締
結
後
に
重
大
な
変
更
を
受
け
、
両
当
事
者
が
こ
の
変
更
を
予
見
し
て
い
た
な
ら
ば
、
契
約

を
締
結
し
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
異
な
る
内
容
で
締
結
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
お
い
て
、
個
別
事
例
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
、
と
り
わ
け
契
約
上
ま

た
は
法
律
上
の
リ
ス
ク
分
配
を
顧
慮
し
た
う
え
で
、
一
方
の
当
事
者
に
変
更
さ
れ
な
い
契
約
へ
の
拘
束
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

契
約
の
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
・
⑶　

略

学
説
上
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
前
記
①
に
お
け
る
軽
微
で
は
な
い
程
度
の
等
価
性
障
害
と
い
う
要
件
は
、BGB

三
一
三
条
に
よ
る
契
約
変

更
の
要
件
と
同
一
で
は
な
い
。
前
者
は
、
あ
く
ま
で
も
契
約
上
の
変
更
条
項
に
対
す
る
制
約
で
あ
り
、
当
事
者
の
合
意
へ
の
介
入
で
あ
る
行
為

基
礎
障
害
規
律
の
適
用
と
同
視
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、K

olm
see, a. a. O

., (A
nm

. 13), 117; W
andt, a. a. O

., 
(A

nm
. 13), 21; Ralph Bartm

uß, V
uR 2000, 301 

な
ど
を
参
照
。

さ
ら
に
、
後
掲BGH

二
〇
〇
八
年
判
決
に
お
い
て
は
、
疾
病
保
険
契
約
に
お
け
る
約
款
変
更
条
項
に
対
し
、
被
保
険
者
に
期
待
不
可
能

な
不
利
益
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
単
純
な
」
不
利
益
変
更
は
保
険
契
約
者
に
期
待
可
能
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
前
掲BGH

一
九
九
九
年
判
決
が
判
示
し
、
疾
病
保
険
契
約
に
も
転
用
可
能
な
不
利
益
変
更
の
禁
止
に
反
す
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

約
款
変
更
条
項
の
有
効
性
を
考
え
る
出
発
点
を
契
約
の
拘
束
力
の
原
則
に
お
く
学
説
と
し
て
、W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 16 

も
参

照
。
同
説
は
、
告
知
不
可
能
な
期
間
に
お
け
る
保
険
約
款
の
変
更
留
保
に
つ
き
判
例
と
同
様
の
変
更
原
因
制
限
を
掲
げ
る
に
当
た
り
、
有
効
な

変
更
条
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
上
の
権
限
に
基
づ
い
て
従
来
合
意
さ
れ
た
内
容
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
契
約
の
拘
束

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（
50
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

力
の
原
則
に
直
接
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
相
手
方
が
期
待
す
る
契
約
内
容
の
約
款
に
よ
る
掘
り
崩
し
か
ら
相
手
方
を
保
護
す
る
こ
と

が
内
容
規
制
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
則
が
変
更
条
項
の
有
効
性
を
考
え
る
う
え
で
の
基
準
点
に
な
る
、
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
見
解
に
対
し
て
、Eckelt, a. a. O

., (A
nm

. 14), 141ff. 

は
、
契
約
の
拘
束
力
の
原
則
は
単
に
変
更
規
律
の
合
意
を
要
求
す
る
の
み
で
あ

り
、
変
更
契
約
の
必
要
性
を
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
がBGB

三
〇
七
条
一
項
に
お
け
る
相
手
方
の
不
利
益
に
該
当
す
る
、
と
反
論
す
る
。

BGB

三
〇
五
ｃ
条　

不
意
打
ち
条
項
お
よ
び
多
義
的
な
条
項

⑴　

略

⑵　

普
通
取
引
約
款
の
解
釈
に
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
約
款
使
用
者
の
不
利
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
な
条
項
の
文
言
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

「
解
釈
上
の
疑
い
を
除
去
す
る
た
め
に
、
保
険
者
は
、
監
査
人
の
同
意
を
得
て
、
約
款
の
文
言
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
け
る
変
更
は
、
従
来
の
条
項
テ
キ
ス
ト
の
範
囲
内
に
留
ま
り
、
か
つ
、
両
当
事
者
の
客
観
的
意
思
お
よ
び
利
益
を
顧
慮
し
て
い
る
こ
と
を
条

件
と
す
る
。〔
以
下
略
〕」

BGH

第
一
一
民
事
部
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
判
決
（N

JW
-RR 2009, 1641

）
を
参
照
。

D
am

m
ann, in: W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 24; Schm
idt, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, 
a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 9; M

ükoBGB/W
urm

nest, a. a. O
., (A

nm
. 41), § 308 N

r. 4 Rn. 9.

な
お
、
こ
こ
で
は
、
変
更
留
保
が
等
価
性
障
害
を
も
た
ら
す
か
、
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
個
別
的
な
変
更
権
の
行
使
が
等

価
関
係
を
害
す
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、D

am
m

ann, in: W
olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., 
(A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 24

を
参
照
。

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 22

は
、
保
険
契
約
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
な
相
違
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、

変
更
原
因
の
段
階
で
軽
微
で
な
い
等
価
性
障
害
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
保
険
契
約
者
は
保
険
料
お
よ
び
契
約
条
件
が
で
き
る
だ
け
長
く
一
定
で

あ
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
す
る
。
ま
た
、
約
款
変
更
に
関
し
て
不
利
益
変
更
が
一
切
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
保
険
者

に
は
、
契
約
の
団
体
へ
の
組
入
れ
か
ら
生
じ
る
特
別
な
裁
量
の
余
地
が
既
に
あ
り
、
そ
の
裁
量
を
行
使
し
て
も
不
利
益
変
更
の
禁
止
に
反
し
な

い
か
ら
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
保
険
者
が
、
多
数
の
軽
微
な
不
利
益
か
ら
正
当
化
さ
れ
な
い
利
益
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
で
は
な
い
、
と
も
主
張
す
る
（W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 27f.

）。

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）
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論　　　説

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
説
明
が
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
は
、
軽
微
で
な
い
等
価
性
障
害
が
生
じ
て

い
な
い
限
度
で
相
手
方
の
維
持
利
益
が
約
款
使
用
者
の
変
更
利
益
に
優
越
す
る
と
い
う
利
益
衡
量
が
仮
に
適
切
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
な
ぜ
主
た
る
給
付
の
変
更
を
視
野
に
入
れ
るBGB

三
〇
八
条
四
号
の
期
待
可
能
性
に
つ
い
て
同
様
の
こ
と
が
言
え
な
い
の
か
、
明
ら

か
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
主
た
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
相
手
方
の
維
持
利
益
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
保
険
契
約
の
団
体
性
の
顧
慮
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、BGB

三
〇
八
条
四
号
の
も
と
で
軽
微
な
不
利
益
変
更
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
の
積
極
的
な
説
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

前
掲
注
（
53
）BGH

二
〇
〇
九
年
判
決
、D

am
m

ann, in: W
olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 24; 

Schm
idt, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 9; M
ükoBGB/W

urm
nest, a. a. O

., (A
nm

. 41), § 
308 N

r. 4 Rn. 8.

前
掲
注
（
53
）BGH
二
〇
〇
九
年
判
決
。

Schm
idt, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 9.
D

am
m

ann, in: W
olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 25; Schm

idt, in: U
lm

er/Brandner/H
ensen, 

a. a. O
., (A

nm
. 17), § 308 N

r. 4 Rn. 9; Staudinger/D
agm

ar Coester-W
altjen (2019), § 308 N

r. 4 Rn. 7.

こ
こ
で
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
当
該
個
別
事
案
に
お
け
る
相
手
方
の
選
好
で
は
な
く
、
当
該
条
項
に
お
い
て
変
更
留
保
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
給
付
に
つ
い
て
、
類
型
的
に
相
手
方
が
個
別
的
な
選
好
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
考
慮
は
、
内
容
規
制
に

お
け
る
一
般
的
・
類
型
的
利
益
衡
量
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。BGB

三
〇
八
条
四
号
の
期
待
可
能
性
に
お
け
る
利
益
衡
量
の
一
般

性
・
類
型
性
に
つ
い
て
は
、BGH

第
一
〇
民
事
部
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
（N

JW
 2014, 1168

）、D
am

m
ann, in: W

olf/
Lindacher/Pfeiffer, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 308 N
r. 4 Rn. 24; Schm

idt, in: U
lm

er/Brandner/H
ensen, a. a. O

., (A
nm

. 16), § 308 
N

r. 4 Rn. 9; M
ükoBGB/W

urm
nest, a. a. O

., (A
nm

. 41), § 308 N
r. 4 Rn. 8 

な
ど
を
参
照
。

BGH

第
八
民
事
部
二
〇
〇
五
年
九
月
二
一
日
判
決
（N

JW
 2005, 3567

）
を
参
照
。
同
判
決
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
に
使
用
さ
れ
て
い
た
約

款
に
お
け
る
「
確
定
さ
れ
た
商
品
を
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
個
別
に
質
的
か
つ
価
格
的
に
同
価
値
の
商
品
（
代
替
品
）
を
送

付
す
る
。」
と
の
条
項
に
対
し
差
止
請
求
が
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
多
く
の
商
品
が
顧
客
に
よ
っ
て
個
人
的
な
願
望
と
必
要
に
よ
っ
て
選
択

さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
な
い
、
と
指
摘
し
た
。

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）

（
61
）

（
62
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

前
掲
注
（
33
）BGH

 

二
〇
〇
七
年
判
決
は
、
ペ
イ
Ｔ
Ｖ
の
視
聴
契
約
に
使
用
さ
れ
て
い
た
約
款
に
含
ま
れ
る
「
視
聴
者
に
有
利
」
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
パ
ケ
ッ
ト
変
更
の
留
保
に
つ
い
て
、
個
人
的
な
願
望
と
必
要
に
応
じ
て
具
体
的
な
パ
ケ
ッ
ト
を
選
択
し
た
視
聴
者
に
と
っ
て
、
い
か

な
る
変
更
が
「
視
聴
者
に
有
利
」
で
あ
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
期
待
不
可
能
な
も
の
と
し
た
。

個
人
的
な
選
好
の
考
慮
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
前
掲
注
（
61
）BGH

二
〇
一
三
年
判
決
も
参
照
。

注
（
56
）
で
紹
介
し
た
保
険
法
学
説
に
お
い
て
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
給
付
変
更
と
約
款
変
更
の
違
い
が
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
と

し
て
は
、
保
険
約
款
に
お
け
る
給
付
義
務
と
付
随
的
条
項
の
峻
別
困
難
の
発
想
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

A
GBG

制
定
後
間
も
な
い
時
期
のBGH

第
八
民
事
部
一
九
八
〇
年
六
月
一
一
日
判
決
（N

JW
 1980, 2518

）、BGH

第
八
民
事
部
一
九

八
一
年
一
〇
月
七
日
判
決
（BGH

Z 82, 21

）
な
ど
か
ら
続
く
判
例
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
価
格
変
更
条
項
の
有
効
性
に
関
す
る
最
上
級
審

裁
判
例
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
内
容
規
制
効
果
論
の
観
点
か
ら
の
そ
れ
ら
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
不
当
条
項
規
制
に
よ
る
契
約

の
修
正
』
弘
文
堂
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
九
頁
以
下
（
初
出
二
〇
〇
九
年
）・
二
二
五
頁
以
下
（
初
出
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
ド
イ

ツ
に
お
け
る
価
格
変
更
条
項
規
制
に
関
す
る
そ
の
他
の
邦
語
文
献
と
し
て
、
石
原
全
「
価
格
変
動
条
項
論
序
説
」
関
東
学
院
一
九
巻
四
号
一
頁

（
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
価
格
変
動
条
項
の
内
容
規
制
」
関
東
学
院
二
〇
巻
二
号
一
頁
（
二
〇
一
〇
年
）、
中
村
肇
「
ド
イ
ツ

に
お
け
る
価
格
変
更
条
項
の
規
制
に
つ
い
て
─
─BGH

の
判
例
の
検
討
を
中
心
に
」
松
本
還
暦
『
民
事
法
の
現
代
的
課
題
』
商
事
法
務
（
二

〇
一
二
年
）
六
六
九
頁
、
丸
山
絵
美
子
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
契
約
に
お
け
る
料
金
変
更
」
法
学
研
究
九
二
巻
一
〇
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
八

（
九
）
頁
以
下
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
新
の
文
献
と
し
て
、Christian H

ess, „D
ynam

ische 
A

GB-K
ontrolle – Zum

 m
aßgeblichen Beurteilungszeitpunkt der W

irksam
keit von A

GB im
 D

auerschuldverhältnis

“, 
2021, 246ff. 

が
挙
げ
ら
れ
る
。

BGB

三
〇
六
条　

組
入
れ
が
な
い
場
合
と
無
効
の
場
合
の
法
律
効
果

⑴　

略

⑵　

約
款
規
定
が
契
約
の
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
無
効
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
契
約
の
内
容
は
、
法
律
上
の
規
定
に
従

う
。⑶　

略

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）

（
68
）
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論　　　説

ド
イ
ツ
に
お
け
る
救
済
条
項
論
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
66
）
二
九
九
頁
以
下
（
初
出
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
二
）
二
九
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、V

V
G

一
六
四
条
（
旧

V
V

G

一
七
二
条
二
項
）
に
関
す
る
同
様
の
議
論
に
つ
い
て
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
一
）
一
二
四
頁
以
下
を
参
照
。

無
効
判
断
の
主
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
一
）
一
三
一
頁
以
下
・（
二
）
三
五
頁
を
参
照
。

拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
一
）
一
三
八
頁
以
下
・（
二
）
四
〇
頁
以
下
・（
三
）
一
三
六
頁
以
下
な
ど
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
①
迅

速
性
、
②
統
一
性
、
③
明
確
性
と
い
う
長
所
と
④
濫
用
の
危
険
と
い
う
短
所
を
い
か
に
衡
量
す
る
か
が
、
欠
缺
補
充
の
た
め
の
一
方
的
な
約
款

変
更
権
の
問
題
の
基
本
構
造
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

M
artin Fricke, V

ersR 2000, 257, 263f.; W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 115; Peter Präve, V
ersR 1999, 699, 700; W

olfgang 
Röm

er, r + s 2000, 177, 184; N
ils A

bram
, N

V
ersZ 2000, 249, 255; K

olm
see, a. a. O

., (A
nm

. 13), 115f. 

な
ど
を
参
照
。

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 115f. 

は
、
条
項
解
釈
の
明
確
化
が
約
款
使
用
者
だ
け
で
な
く
相
手
方
に
と
っ
て
も
利
益
と
な
る
こ
と
を
、

指
摘
し
て
い
る
。

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 169; M

ükoBGB/Jürgen Basedow
, a. a. O

., (A
nm

. 41), § 305 Rn. 92.
W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 22f. 
例
と
し
て
、
論
者
は
、
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
か
ら
ユ
ー
ロ
へ
の
転
換
に
際
し
て
の
端
数
処
理
を
挙
げ
て
い

る
。
ほ
と
ん
ど
の
契
約
は
、
保
険
金
額
や
保
険
料
額
を
端
数
が
な
い
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
が
、
ユ
ー
ロ
に
換
算
す
る
と
、
こ
れ
ら
が
「
い
び

つ
」
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
電
算
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
し
ば
し
ば
「
い
び
つ
」
な
金
額
を
処
理
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
ら
ず
、
小
数
点

以
下
に
全
く
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
を
調
整
す
る
た
め
の
設
備
投
資
に
五
〇
〇
〇
万
マ
ル
ク
を
要
す
る
保
険
者
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。
個
別
契
約
に
注
目
す
る
と
、
保
険
者
の
利
益
は
、
通
常
数
ペ
ニ
ヒ
程
度
の
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
契
約
の
総
体

と
の
関
係
で
は
、
そ
の
存
続
に
著
し
い
影
響
が
あ
り
、
契
約
変
更
に
つ
い
て
保
険
者
に
正
当
な
利
益
が
あ
る
と
い
え
る
、
と
す
る
。

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 165f., 168.

Freund, a. a. O
., (A

nm
. 14), 154f.

規
律
欠
缺
要
件
に
つ
い
て
の
判
例
と
異
な
る
見
解
を
含
め
た
検
討
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
1
）（
二
）
二
八
頁
以
下
に
譲
る
。

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 112, 117f. 

さ
ら
に
、
論
者
は
、
こ
の
要
件
で
は
編
集
上
の
文
言
変
更
や
法
改
正
に
伴
う
参
照
条
文
の
変

更
に
対
応
で
き
ず
、
法
的
明
確
性
・
安
定
性
に
つ
い
て
の
両
当
事
者
の
正
当
な
利
益
に
反
す
る
、
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
表

（
69
）

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿

向
き
内
容
に
影
響
し
な
い
変
更
が
許
容
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
等
価
性
障
害
の
要
件
と
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 118, 175.

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 178ff.

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 180f. 

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
論
者
の
見
解
は
、
一
貫
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
最
終
的
な

立
法
提
案
に
際
し
て
、
不
利
益
変
更
の
禁
止
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。K

olm
see, a. a. O

., (A
nm

. 13), 212f.

を
参
照
。

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 181ff.

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 218. 

具
体
的
に
は
、
約
款
の
組
入
れ
規
制
お
よ
び
内
容
規
制
の
効
果
に
関
す
るBGB

三
〇
六
条
の
後

に
、
次
の
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

「BGB

三
〇
六
ｂ
条　

普
通
取
引
約
款
の
変
更

⑴　

既
存
の
継
続
的
債
務
関
係
に
お
い
て
、
約
款
使
用
者
は
、
法
規
定
を
逸
脱
し
ま
た
は
こ
れ
を
補
充
す
る
規
律
が
合
意
さ
れ
た
普
通
取
引
約

款
の
規
定
を
、
次
の
各
場
合
に
限
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

─
約
款
規
定
が
無
効
と
宣
告
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

　

─
契
約
に
と
っ
て
重
要
な
法
律
上
の
規
定
ま
た
は
市
場
状
況
の
変
更
が
生
じ
た
場
合

　

変
更
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
約
款
使
用
者
は
、
契
約
相
手
方
の
利
益
を
相
当
に
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑵　

新
た
な
約
款
規
定
は
、
第
三
〇
五
条
二
項
一
号
お
よ
び
二
号
に
掲
げ
ら
れ
た
要
件
を
充
た
し
た
う
え
で
契
約
相
手
方
に
通
知
さ
れ
た
場
合

に
の
み
、
契
約
の
構
成
要
素
と
な
る
。」

合
意
に
よ
る
約
款
変
更
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
3
）
を
参
照
。

第
一
の
条
項
は
、
約
款
変
更
に
つ
い
て
は
変
更
可
能
な
条
項
の
種
類
を
限
定
し
て
、
取
締
役
会
の
変
更
権
限
を
定
め
る
条
項
で
あ
っ
た
。

そ
の
文
言
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
取
締
役
会
は
、
総
会
の
賛
同
を
得
て
、
保
険
料
規
定
、
保
険
料
お
よ
び
保
険
約
款
の
変
更
を
、
既
存
の
保
険
関
係
に
つ
い
て
も
決
議
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
保
険
約
款
に
つ
い
て
は
、
保
険
保
護
、
保
険
契
約
者
の
義
務
、
意
思
表
示
お
よ
び
告
知
に
つ
い
て
の
規
定
に
限

る
。」第

二
の
条
項
は
、
監
査
役
会
の
暫
定
的
な
変
更
権
限
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
変
更
対
象
に
つ
い
て
は
限
定
せ
ず
、
変
更
原
因
に
つ
い

（
81
）

（
82
）

（
83
）

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）
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論　　　説

て
「
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
」
と
だ
け
規
定
し
て
い
た
。
そ
の
文
言
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
そ
の
う
え
、
監
査
役
会
は
、
普
通
保
険
約
款
、
保
険
料
規
定
お
よ
び
保
険
料
を
、
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
暫
定
的
に
変
更
す
る
権
限

を
有
す
る
。
万
一
、
監
督
官
庁
の
認
可
が
必
要
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
不
要
と
し
な
い
。
こ
の
権
限
は
、
既
存
の
保
険
関
係
に
つ
い
て
効
力
を

有
す
る
変
更
に
も
及
ぶ
。
第
六
条
三
項
（
保
険
契
約
者
は
二
週
間
内
に
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
〔
筆
者
注
〕）
を
準
用
す
る
。

変
更
は
、
次
回
の
会
合
に
お
い
て
総
会
に
提
出
さ
れ
、
総
会
が
要
求
す
る
場
合
に
は
失
効
す
る
。」

第
三
の
条
項
は
、
変
更
後
の
次
期
保
険
期
間
か
ら
で
あ
る
が
、
無
制
限
に
保
険
料
規
定
の
変
更
を
留
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
言
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
保
険
料
規
定
の
変
更
は
、
既
存
の
保
険
関
係
に
も
及
ぶ
。
そ
の
変
更
は
、
変
更
後
に
開
始
す
る
保
険
期
間
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。」条

項
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
注
（
30
）
を
参
照
。

条
項
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
注
（
31
）
を
参
照
。

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 44f.

本
文
に
紹
介
す
る
裁
判
例
の
他
に
、
前
掲
注
（
33
）BGH

二
〇
〇
四
年
判
決
、
前
掲
注
（
62
）BGH

 

二
〇
〇
五
年
判
決
、
前
掲
注

（
33
）BGH

 

二
〇
〇
七
年
判
決
な
ど
も
参
照
。

BGH

第
七
民
事
部
一
九
八
五
年
五
月
二
〇
日
判
決
（BGH

Z 94, 335

）、BGH

第
八
民
事
部
一
九
八
六
年
五
月
二
六
日
判
決
（N

JW
 

1986, 3134

）、BGH

第
一
〇
民
事
部
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
九
日
判
決
（N

JW
 2003, 507

）、BGH

第
一
〇
民
事
部
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一

九
日
判
決
（N
JW

 2003, 746

）、
前
掲
注
（
33
）BGH
二
〇
〇
七
年
判
決
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、BGH

第
八
民
事
部
二
〇
〇
五
年
九
月
二
一

日
判
決
（N

JW
-RR 2005, 1717

）、BGH

第
八
民
事
部
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
三
日
判
決
（N

JW
 2007, 1054

）
も
、
あ
り
う
る
価
格
変
更

の
予
測
可
能
性
を
問
題
と
し
て
い
る
。

透
明
性
の
要
請
の
市
場
関
連
的
な
理
解
の
主
唱
者
と
し
て
、Johannes K

öndgen, N
JW

 1989, 943

を
参
照
。
そ
の
他
、
一
般
的
な
解

説
と
し
て
、A

ndreas Fuchs, in: U
lm

er/Brandner/H
ensen, a. a. O

., (A
nm

. 17), § 307 BGB Rn. 326; T
hom

as Pfeiffer, in: 
W

olf/Lindacher/Pfeiffer, a. a. O
., (A

nm
. 17), § 307 Rn. 236

を
参
照
。

利
息
計
算
条
項
に
関
す
るBGH

第
三
民
事
部
一
九
八
八
年
一
一
月
二
四
日
判
決
（BGH

Z 106, 42

）、
利
息
起
算
日
条
項
に
関
す
る

（
88
）

（
89
）

（
90
）

（
91
）

（
92
）

（
93
）

（
94
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
BGH

第
一
一
民
事
部
一
九
八
九
年
一
月
一
七
日
判
決
（BGH

Z 106, 259

）
を
参
照
。
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
倉
持
弘
「
約
款
の
透
明

性
に
つ
い
て
」
奥
田
還
暦
『
民
事
法
理
論
の
諸
問
題　

下
巻
』
成
文
堂
（
一
九
九
五
年
）
四
三
七
頁
・
四
四
〇
頁
以
下
、
鹿
野
菜
穂
子
「
約
款

に
よ
る
取
引
と
透
明
性
の
要
請
─
─
ド
イ
ツ
法
を
手
掛
り
に
─
─
」
長
尾
治
助
他
編
『
消
費
者
法
の
比
較
法
的
研
究
』
有
斐
閣
（
一
九
九
七

年
）
九
六
頁
・
一
〇
五
頁
以
下
に
お
い
て
、
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

BGH

第
一
一
民
事
部
一
九
九
〇
年
七
月
一
〇
日
判
決
（BGH

Z 112, 115

）。

Peter Präve, ZfV
 1992, 221. 

他
に
、Präve, a. a. O

., (A
nm

. 14), 214; ders., a. a. O
., (A

nm
. 41), Rn. 451.

も
参
照
。

Fricke, a. a. O
., (A

nm
. 14), 1452; ders., a. a. O

., (A
nm

. 73), 259f.
Freund, a. a. O

., (A
nm

. 14), 146f. 

は
、
具
体
化
の
要
請
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 122.

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 46.
W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 45ff. 

そ
の
他
に
、A

rm
brüster, in: Prölss/M

artin, a. a. O
., (A

nm
. 15), Einleitung Rn. 55 

も
参

照
。

論
者
は
、
相
互
保
険
会
社
の
保
険
約
款
の
変
更
が
既
存
契
約
に
も
適
用
さ
れ
る
た
め
に
定
款
に
お
い
て
変
更
可
能
な
条
項
を
明
示
す
る
こ

と
を
要
求
す
る
保
険
監
督
法
の
規
定
（
現V

A
G

一
九
七
条
三
項
二
文
）
に
、
こ
の
よ
う
な
警
告
機
能
を
認
め
て
い
る
。

V
A

G

一
九
七
条　

普
通
保
険
約
款
の
変
更

⑴
・
⑵　

略

⑶　

定
款
ま
た
は
普
通
保
険
約
款
の
変
更
は
、
被
保
険
者
が
変
更
に
明
示
的
に
同
意
し
た
場
合
に
の
み
、
既
存
の
保
険
関
係
に
対
し
て
も
効

力
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
既
存
の
保
険
関
係
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
変
更
が
可
能
で
あ
る
旨
が
明
示
的
に
定
款
に
規
定
さ
れ
て
い
る
条
項

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

変
更
対
象
の
具
体
化
に
つ
い
て
は
、
こ
の
他
に
、
法
改
正
・
判
例
変
更
・
条
項
無
効
と
い
っ
た
変
更
原
因
に
つ
い
て
は
、
変
更
対
象
と
な

る
条
項
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
の
批
判
も
存
在
す
る
。Jürgen Prölss, V

ersR 2000, 1441, 1447; A
bram

, a. a. O
., (A

nm
. 

73), 255; Fricke, a. a. O
., (A

nm
. 73), 260; Jörg Freiherr Frank von Fürstenw

erth, r + s 2009, 221, 228

を
参
照
。

Ingo K
oller, D

as T
ransparenzgebot als K

ontrollm
aßstab A

llgem
einer Geschäftsbedingungen, in: FS für Ernst 

（
95
）

（
96
）

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
102
）

（
103
）

（
104
）
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論　　　説
Steindorff (1990), 667, 668ff., 674ff.; Lorenz Fastrich, „Richterliche Inhaltskontrolle im

 Privatrecht

“, 1992, 323.
K

oller, a. a. O
., (A

nm
. 104), 676f., 686. 

他
に
、
倉
持
・
前
掲
注
（
94
）
四
五
三
頁
の
指
摘
も
参
照
。
そ
こ
で
は
、
他
の
提
供
者
と
の

比
較
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
通
常
で
な
い
付
随
的
契
約
条
件
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
他
の
提
供
者
の
約
款
と
の
比
較
の
た
め
に
透
明
性
を
要

求
す
る
こ
と
は
、
約
款
の
膨
大
化
や
説
明
と
い
っ
た
多
大
な
コ
ス
ト
を
約
款
使
用
者
に
課
し
な
が
ら
、
顧
客
に
と
っ
て
は
実
際
上
ほ
と
ん
ど
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 134; K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 125. 

ま
た
、
契
約
締
結
時
に
お
け
る
相
手
方
の
認
識
・
予
見
可
能

性
と
並
ん
で
検
査
可
能
性
を
問
題
に
す
る
見
解
と
し
て
、Fricke, a. a. O

., (A
nm

. 14), 1452; ders., a. a. O
., (A

nm
. 73), 259ff. 

を
参
照
。

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 36.
K

olm
see, a. a. O

., (A
nm

. 13), 125. 

ま
た
、W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 41 

も
、
変
更
原
因
の
具
体
化
と
の
関
係
で
相
手
方
の
検
査

可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
変
更
原
因
と
し
て
の
判
例
変
更
に
つ
い
て
、
下
級
審
判
例
の
変
更
も
含
む
と
す
る
と
ほ
と
ん
ど
検
査
不

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
上
級
審
判
例
の
変
更
に
制
限
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

Fricke, a. a. O
., (A

nm
. 14), 1452; ders., a. a. O

., (A
nm

. 73), 259f.
Fricke, a. a. O

., (A
nm

. 14), 1452; ders., a. a. O
., (A

nm
. 73), 260.

ま
た
、
契
約
変
更
条
項
一
般
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
が
、Eckelt, a. a. O

., (A
nm

. 14), 189ff. 

に
も
、
同
様
の
傾
向
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
変
更
原
因
に
お
け
る
確
定
性
の
要
請
に
つ
い
て
、
顧
客
に
少
な
く
と
も
濫
用
規
制
の
糸
口
を
与
え
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
変
更
対
象
の
確
定
性
に
つ
い
て
は
、
あ
り
う
る
変
更
後
も
な
お
契
約
が
自
ら
の
等
価
観
念

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
顧
客
が
自
ら
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
変
更
対
象
を
精
確
に
列
挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て

い
る
。透

明
性
の
要
請
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
解
説
と
し
て
、Fuchs, in: U

lm
er/Brandner/H

ensen, a. a. O
., (A

nm
. 

17), § 307 BGB Rn. 335ff. 

を
参
照
。

W
andt, a. a. O

., (A
nm

. 13), 36f.; Bartm
uß, a. a. O

., (A
nm

. 14), 186f.; K
olm

see, a. a. O
., (A

nm
. 13), 123f. 

ま
た
、
価
格
変
更

条
項
に
つ
い
て
だ
が
、W

olfgang H
au, „V

ertragsanpassung und A
npassungsvertrag

“, 2003, 359 

も
、
同
様
の
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

（
105
）

（
106
）

（
107
）

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）
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約款使用者による一方的な約款の変更（一）﻿
W

andt, a. a. O
., (A

nm
. 13), 36f.; K

olm
see, a. a. O

., (A
nm

. 13), 123f.
H

au, a. a. O
., (A

nm
. 113), 357f.

（
114
）

（
115
）
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